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どんな図形の面積も

早く キモト・う°ラニは、任意

正確にの白色図形を黒い台紙の上

簡単に繁舗墓鰯鯖美
学的に円筒軸方向に走査しますと、白い図

形部分のみが反射光となって光電管に受光

されます。その図形走査時間を、エレクト

ロニク・カウンターで累積することによっ

て、図形の面積を平方センチメートルで表

示する高精度のデジタル面積測定機です。

キモト・プラニは、機撒諮個、独立同期電源

部および、カウンタ一部分よりなっており

ます。

本践は地図、地質調査、土木、建築、農業

土地利用、森林調査等各部門に広く活用で

きます。

キモト･別ラニ

株式会社志もと

キモト･訓弓二
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本社東京都新宿区新宿2-13TEL354-0361"
大阪営業所大阪市南区上本町4-613-3TEL763-0891"
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森林施業計画は森林事業の中核。この計度の普及，推進は個別経営は勿論

林野行政近代化の原動力であり，各種林業政策の成否如何は，この制度が

いかに運営されてゆくかで決まる。

この書は，わかり易く，具体的に，しかも実に懇切，ていねいに書かれて，

「森林施業計画」解説の決定版ともいうべきものである。
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表紙写真

第16回林業写真

コンクール1席

「パルブチップの山」

伊東市

井原祥隆

撮影場所：富士市吉原大昭和製紙
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水源酒養について一言

』

塩見友之助

(林業経営研究所理事長）
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夏に入って今年も水道の水は大丈夫かと心配する時期がきた。古来湯水のごとくという

夫とえのように，水はあり余るものの標本のように考えられてきたのに，水不足が昨今の

ように，ことに大都会で大きな問題となるに至ったのはどうした訳だろうか。これはわが

掴が最近の工業化に伴って工業用水が急増し，水洗便所．洗車．冷房などと文化施設に伴

って水の消費量が増加したのに対して，水道水の供給がこれに追いつかないためである。

おそらく今後水不足は海水の淡水化が経済的にも可能となるであろう今世紀末までの間

碓，世間の常識とほ逆に，わが国こそ世界でも最も水不足に悩堂される国となるであろ

う。これは水の供給量について北米合衆国と比較して承ればすぐわかる。すなわち達観的

iに見て単位面積当たりの降水量は2，3倍はあろうが，面積は約三十分の一余であるか

ら，人口は半分位しかなくとも，一人当たりの降水量では数分の一にしかならない。さら

《にわが国は雨の降り方も台風に伴った場合が多いため，集中的な上に，傾斜の強い地形で

平野が少ないので水が溜りがたく海への流失率が高いので,最近でも大河川で利用率は'0

％をわずかにこえる程度のものが多い。アメリカ大陸では大河川は流れがゆるいので利

・用しようとさえすれば，浄化しながら河水を幾回となく反復して利用できるのとは雲泥の

-差である。

地下水について伏流水という言葉がよく使われているが，しばしば誤用されている。土

域の縦浸透の実験室実験では秒速で10-5～10-3cmというような数字が出ているが,これは

素人わかりするように表現すると1rn動くのに約1日から100日を要するということで，

到底流れるという感じのものではない。実際には地下水は縦にではなく地層に添って斜め

または横に動く場合が多く，笈た現実の土壊には虫の穴や植物の根やその跡があってこれ

を伝って動きは速くなるが，およそ流れるという感じの速さではなくて，むしろ滞ってい

･るとか溜っているとかいった感じで，したがって滞溜水という方が適当な場合が多い。水

の抜け切っていない沖積層の土壌だけではなく，少なくも百世紀以上を経てまず水が抜け

冒たといってもよい洪積層の土壌も，水を溜めているものだということを改めて見直し，そ

灘の保水力と山林の持つ水源湧養機能に思いを新たにする必要のある時代になってきたよう

-である。数千万トン保水するのに数十億円もかかるダムを幾つか作ってみても，水源とし

ては土壌の保有量に比べれば高が知れたものである。台風に伴う集中的な豪雨の多いわが

掴のような所では，ダムも今後は一時的に水を溜めはするが適度に漏って土壌の保水力を

:活用しうるような形式のもの，発電用には間接的にしか寄与しないが浅くてよいから水没

地が少なく，建設費もけた違いに安価なものを数多く作ることを，国民経済的見地から研

鎚してもよい段階に入ったのではなかろうか。
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第8回

アジア太平洋

林業会議

(APFC) 、

ウォーカー・ヒルの全景

せ,バッジと，もちきれないほどの会議資料を受け取る。

板野氏の案内でソウル特別市内の東京銀行で円をWon

(1Won=約1.3R)に両替えする。おりから市内はマレ

ーシア皇帝の訪韓歓迎でわきたっていた。夜間零時以降

は外出禁止ではあったが，北鮮におけるプエブロ艦事件

や米軍偵察機の撃墜事件など腱よる緊張下の韓国とは〉

とても思えない平静さであった。

、

ち

《
頁坂口勝美

(前林野庁林業試験場長・農博）
11”plIⅡﾘpⅧl擁qIII58Ⅶ10.mMIR町WqlmDq町MDO11冊ﾜqIl朋卯q叩諏1IIB肉1mIFⅧIHF［

本会議は,FAOの主催のもとに共通の関心を有する

森林政策，技術的諸問題の情報と意見の交換が行なわ

れ，地域段階におけるこれら問題の施行につき検討，調

整がなされるとともに適当な勧告が与えら

れるものである。参加者は地域各国の政府

代表で，2年に1回閉催することを原則と

している。

第1回は昭25．バソコッ‘ク，雛2回は昭

27．シンカポール（代表・藤村重任氏)，

第3回は昭30・東京，第4回は昭32．ポゴ

ール(代表・石谷恋男氏),第5回は昭35・

ニュー・デリー（代表・斎藤美鴬氏),第6

回は昭37・香港(代表・坂口勝美),第7回

は昭39．ロトルア（代表・田中重五氏),第

8回は本年5月1～11日・ソウル（代表。

坂口勝美，代表代理・奈良英二氏，アドバ

イザー・板野権二氏）で開催された。

4月30日（水):午前11時近く羽田をたつ。

察

一

0

4月30日（水）：午前11時近く羽田をたつ。 8APFC開会式

機は富士山を左にゑて，滋賀・京都を経て松江付近で日5月1日（木）：13カ国から42名の政府代表，アド/ご
本海にでる。韓国では慶尚北道・忠清北道・京畿道の空イデーおよびオブザーバーのほか，英国の熱帯林産と林
をとんで約1時間50分で金甫空港につく。韓国にばいつ業の両研究所,USAID,アジア開発銀行の代表が参加

た途端から，山なはアカマツの幼齢林に赤褐色の地はだした。FAO・バンコックの地域代表議員S.H.Prakoso!

をさらけだした景観の多いのに驚く。空港は撮影禁止で氏はFAO長'富の代理として出席した。

ある。日本大使館の板野一等護記官と韓国林業試験場の午前10時より開会式｡韓国農林大臣Cho,Shi-Hyung

趙在明加工科長の出迎えをうけた。ただちに，貸切バス氏,FAO長官代理Prakoso氏，新任のFAO林業・林

でソウル特別市街地を経て，約1時間余でウオーカー。産部長B.K.Steenberg博士の挨拶があって後，議題の‘

ヒルにつく。ここには本館（会議場・食堂・両替所・ナ採択と役員の選挙が行なわれた。議長に金英鎮氏（韓国
イトクラブ等）のほか，別館として五つのホテル，明月山林庁長官)，第1副議長玄信圭博士，第2副議長Krit

館などが漢江を見おろす丘陵地に設けられている。ホテSamapuddihi氏（タイ),第3副議長R.C.Soni氏(イン

ル．ジェームスに落ち着く。午後本館で参加登録をすまド)，書記C.S.Cree氏（オーストラリア）が選ばれた。

－2－
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林業試験場における記念植樹

午後，議題①1965～68年アジア太平洋地域の林業事

情。

晩は明月館にてCho韓国農林大臣による歓迎会b

5月2日（金）：午前，前日に引き続き議題①。

昼は本館西グリルにて金韓国山林庁長官による昼食

会。

午後代表団は韓国政府中央庁に丁一権国務総理を訪

;",FAO長官代理より感謝の辞が述べられ，総理から

ほ一方で防衛，一方で建設の韓国現状に関する挨拶があ

った。

晩は韓国館にてFAO・アジア極東地域代表と本部の

林業・林産部長による歓迎会。

5月3日（土)：午前，前|ﾖに引き続き議題①と議題②

FAOの世界挫業開発計画に表示されている林業および

林産部門（アジア太平洋地域について)。

午後は自由な時間を得たので，昭和36年以降コロン

ボ計画などによって，わが国の林業試験場で研修をうけ

た18名の研修生有志から歓待をうけた。つづいて韓国

林業試験場を訪問し，日本から持参したイチョウ（東京

都の木）の記念植樹を行なった後，李承潤場長と玄信圭

博士から研究活動の説明をうけた。イチョウはソウル特

別市の木でもあるということであった。晩はソウル農科．

大学任慶彬教授の招待でアメリカ代表のドナルドソン氏

，とともに会食した。

5月4日（日）：ソウル特別市の観光。市の人口は約

･400万人で,全人口3千万人の13%が集中し大阪の人口

より多い。市街が一望されるとし､う海抜265mの南山八

角亭を訪れたが，あいにくの降雨で視界はまったくきか

ない。徳寿宮にてルネサンス式石造殿の国立博物館と徳

寿宮美術館を見る。BANDOホテル（日本大使館が所在

する）で昼食後，昌徳宮を訪れる。ここの秘苑はとくに

印象的であった。スカイ道路をアリラン峠の話をききつ

つ走り，宿舎に帰る。

＝

林木過伝研究所にて説明する李所長と玄博士

5月5日（月）：日本ではゴールデン・ウィークである

が会議は続く。午前，3日に引き続き議題②と議題③早

成人工林の可能性，議題④極東における林業教育の必要

性と問題点ならびに議題⑤流域管理と国士利用に関する

林野当局の役割。

昼は本館西グリルにてFAO林業・林産部長による会

食。この間，アメリカ代表によりアメリカ林業に関する

スライドが上映された。

午後，議題⑥経済開発と国立公園，野生鳥獣保護のイ

ンパクト，議題⑦小委員会活動内容の検討一一林産物調

査委員会,FAO/ILO林業技術および林業従事者訓練，

チーク合同小委員会，造林と森林計画調査委員会，流域

管理作業部会。

晩は本館純国マンションにてインドネシア共和国総領

事S.Sajidiman氏による夕食会。

5月6日（火）：午前，議題⑧熱帯林業開発委員会第1

回会議報告，議題⑨FAO林業および林産部の活動，議

題⑩林業政策，法律および行政に関するFAOの調査。

午後，議題⑪アジア太平洋地域の林業部門に対する技

術的，経済的外部援助，議題⑫その他において，アメリ

カ代表より1969～71年にアメリカで重要な次の林業関

係会議の開催に関する情報がなされた。(A)69年8月

7～16日ワシントン,D.C､にて第2回林木育種に関す

る世界FAO協議会'(B)69年8月18～19日ワシント

ンD.C.にて国際林業協会連合の設立会議,(C)71年3

月13～23日フロリダ林科大学にて第15回国際林業研究

機関連合会議。

晩は金輔国山林庁長官によるナイト・クラブ・ショー

への招待と夕食会。

5月7日（水）？水原市と安城邑方面への会議中間視察

旅行･午前8時ウオーカー・ヒル発，南方約32“水原

市の林木遺伝研究所安城邑のポプラ・リギダマツ造林

地ならびに治山工事を視察し午後6時30分宿舎に帰るb
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の表示,(ii)集運材問題,(iii)林産工業開発の地域協

",(iv)野生鳥獣管理が含まるべきことが示唆された。

閉会式:FAO長官代理Prakoso氏から大韓民国政

府，山林庁長官ならびに職員の暖かい歓迎と親切，すぐ
れた会議施設と興味深く有益な視察旅行に対し感謝の意

が表された。つづいてインド代表Soni氏と韓国玄信圭

博士からそれぞれ代表団と韓国を代表して挨拶があつ・

た。なお，会議前の日本における視察旅行において示さ

れた親切とすぐれた準備に対し深い感謝の意がつけ加え

られていた。

会議の視察旅行：5月9～11日にわたり江陵のアカマ

ツ人工林と国有保護林，釜山の東明木材会社合板製造，

蔚山の石油コンビナートと尿素肥料工場の視察が，鯨国

政府のチャーター航空機を利用して行なわれた。数査の

興味深き知見を得たが紙面のつごうで割愛する。

最後に韓国のご好意を感謝するとともに牌国林業の振

興を心から祈念する次第である。

林木過伝の研究は，玄博士指導のもとに李景煥所長，金
鼎錫育種科長らによって目覚しい業絞があげられてい

る。ポプラの植林は1962～68年に20,266ha行なわれ，

視察地は6年生で胸径約20cmであった。リギダマツ造

林地付近で，各国代表によるチョウセソモミの記念植樹

が行なわれた。京鼓道の治山工事は韓国政府とFAO/
UNDP/WFPの協力によって行なわれているが,ha当

たり約12万円という低工事饗に麓く°

5月8日（木）：午前10時開会に先だち，事務局から

報告書草案があらかじめ宿舎に届けられた。草案は98

項目からなり開会とともに棋重に逐条琴議され，若干の
修正を行なって採択された。本会議の討議内容と決議は

すべてこの98項目に記述されているが，紙面に余裕が
ないのでいずれ稲を改め各識題ごとに詳述することとし

たい。

次期開催国はマレーシアとフ,『リ､ソピソが候補とな

り，期日は1971年，仮識題として(i)世界農業開発計画

、
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：マテパシイこの樹木は常緑喬木で,雌雄同株であ
；り，日本では,関東南部から紀伊半島,四国,九州に
;いたる暖帯地方,あるいは,熱帯地方の山林などに，
;典く自然林を見ることのできる樹木です｡関東では上
#総房州に特に多く自然林を見為事ができ,造園樹はも
;ちろんのこと,庭園樹,そして屋敬の防風樹および防
；火樹などの目的で使用されている樹木です｡近ごろで

;は特に著しくその利用度が増加し,東京を始め,関東
；以南の都市の,公園およびビﾙの間に施設される植込
i地などに使用される様になりました｡これは,まず都
;市公害に強い事と,大木でも移植が可能であり,強度
;の剪定に耐え,樹勢が強健で成長が早く,都市の乾湿
#に耐えるなど,都市樹木としての,あらゆる悪条件に
；耐える樹木であるからでありましょう。しかしこの樹

:木を街路樹に使用するには幾つかの疑問があります。
#それは,この樹木の樹型すなわち横に広い楕円型を見
；ても,また,この樹木の本質を見ても,積雪に弱く，
：よく枝折れすること,歩道幅員がよほど広い所でない
：と,交通上のいろいろな面の支障となるのではないか
；と心配されます｡以上の様な事を考恵して,街路樹と

；して選ぶならば，今後多少の期待はあるかもしれませ

:ん｡いずれにせよ,雪の降らない熱帯方面の街路樹と
；して選びたいものです｡もちろん,造園樹木としての
か､銀．､鈩､-.コ….－，魚･･･一・銭輿･よ､．｡"…やハヘヂ､が…･へ胡､じ・･設兇ﾅ。…ず､．…F…･ヘチ･づo~

使用価値ば驚くほどの増加を現わし，わたくしたち造

園に携わる者として，一番の悩みである海岸に面した

植樹帯などの地味に適するなど，まことにつごうのよ

い樹で木す。そして病虫害の被害はほとんどなく，今
後,街路樹としてではなく,造園樹,公園樹などで大い
に都市緑化のために期待される樹木でありましょう。
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足立区内国道日光街道で試植したマテバシイ
文・写真落合和夫（東京都・道路工事部）

ご●迄宝､ごOqQF－へ1●･緯…ぬq･~◆白へぷ◆今〆△設匙鈩・F…◆ぬ●勺cfQ－･･ぷ埜鈩Q口◆壬●●むめ●一句■f句c狼、〆･設一c-◆、”、へ｡●守肉李ら･●…も年①…q可●、尹埜●=L少竜免ﾍー ｳ私飯､｡｡や〆､｡へ～●変､ー勺

－ 4－



、

〃

い期間の研究の集積を必要とする。本世紀初頭，スイス

の有名なエンメンタール試験が關始されて以降，わが国

はもちろんアメリカ，ソ連,南アフリカ共和国など世界

の多数の国で試験流域による森林理水試験が行なわれ,、

筆者の知る限りだけでも27地域，試験流域数は80以上

に及び，近年に至って東南アジアでも台湾，タイ，イン

ドネシア，フィリッピンなどで開始され，あるいはされ

ようとしていることなどが，このことを裏書きしてい

る。

林地流域における

水の動き
塾

中野秀章

（林試・防災部）
林地流域における水文現象

林地流域に降下した雨雪の一部分は直接地表に達する

が，大部分は森林植被に触れ，一時保留される。一時保

留された降水の一部分ほきもなく地表に落下し，あるい

は植物体表面を伝って地表に達するが，一部分は犬気中

に蒸発していく。この森林の遮断量は植物の種類，成立

密度などによって違うのはもちろん降雨の強度，継続時

間，鐘や風などによっても異なり，当然一概には言えな

い。ある樹種で弱い雨では60％にも達したという調査

例があるが，通常の強雨ではいろいろの樹種，林相を含

めて10～20％であったとする調査例が燈も多い。また

年雨蛍に対しては15％前後と見る意見が多い。ただし

雪の遮断については，わが国はもちろん降雪各国でも調

査が十分ではないが，降雨遮断よりも遮断率が大きいと

する意見がある。林床物の遮断については十分な資料が

無い。ともかく森林地被の遮断作用は林地流域からの流

出量を減少する方向に働く。

降雪地方では地表に達した雪は堆積するが，林冠の遮

閉により日射，気温の融雪条件が抑制されるため，明ら

かに春おそくまで融雪が延引される。このことは皆伐跡

流域で，早春，融雪の開始がはやくなり，晩春の融雪分

の積雪が減少することが試験流域で確かめられたことか

ら言え，このことは流出の季節分配に関係する。

地表に達した融雪水，雨水の一部は土層に浸入し，吸

着される。土層の保湿容量が満たされた後，言いかえれ

ば十分に土層が湿った後，なお雨雪水の供給が続くと，

その一部は重力によって土層孔隙を通って浸透し，一部

は土層の密度境界に沿って低い方へ移動し，いわゆる中

間流となり，一部はさらに透下して地下水面に達して地

下水となる。地表への水の供給がやめば透水も次第に無

くなり，重力水の透下した後の土層には野外保湿容量の

水分が保持される。ついで干天が続けば蒸発散によって

上層土の水分は次第に失なわれ，下層土からの毛管現象

による水の補給が伴う。

林地の浸透能は土壌や地被条件はもちろんであるが，

■

望

9

地表に降下した雨雪は地表を潤し，地表か地中の流れ

となって湖海に入る。地表や湖海の水は蒸発して大気中

に帰り，やがて凝結し,ふたたび雨雪となって地表に降
下する。このいわゆる水循環の過程の中で，陸地のかな

りの部分をおおう植物の存在，ことに水源山地における

森林の存在がどのような役割を果たしているのか，その

ことが洪水防止や河水利用にどんな意味を持つのか。古

くて，今なお新しい問題である。陸地の淡水のあり方を

支配するものは降水などの気象条件であり，地形,地質，

土壌，植被などの地文条件である。しかし人が自らのつ

ごうのために水のあり方を変えようとすれば，これらの

支配要件を変えなければならない。しかしながら，現状

では地形，地質はもちろん気象条件もほとんど変えるこ

とはできない。人工降雨といえどもいまだめどがついた

とは言いきれない。わずかに人がなし得るのはダム，堤

防などによる，いわば小地形の変更と森林などの植被の

変更だけである。この意味でも〃森林と水〃は考える価

値のある問題であろう。

水循環の過程で，林地流域における重要な現象は次の

ようなものであることはすでに明らかである。それは植

物体や落葉落枝による降水の一時保留と遮断，落葉落枝

や樹幹基部による地表流出の阻害と浸透の機会の増加，

有機物の供給による土壌中の小動物の生活活動と植物根

系の存在による土壌浸透能や一時保水能の改善，蒸散に

よる水消喪，林冠被覆による地面蒸発と融雪の抑制であ

る。問題はこれらの現象の相互の関連，気象条件や地

形，地質その他の流域地文条件との関連，ひいてはこれ

らの量的な把握，しかもその一般的な法則性の有無であ

る。これらを明らかにすることはなかなか容易なことで

はない。非常に多くの条件が複雑に組承合わさっている

こと，しかも時間的，地域的に非常に変動することのた

めである。このことは多数の地域で，そしてきわめて長

毒

（
畦

ロ
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1一

供給水の条件によっても左右され，これを一般的に言う

ことは容易ではない。しかし各種の測定方法が提案され

ており，各種流域条件下における比較の例がある。これ

によると各種森林を含めて，林地では平均257mm/hr

で，これに対して伐跡地，草生地ではその62～74％,崩

壊跡地39％，歩道敬4％であったという調査例がある。

ともかく林地は他の土地に比べて浸透能が非常に高いこ

とが認められている。林地では落葉落枝の堆積による雨

滴侵食の防止と，ろ過作用による浸入水の混濁防止，地

中小動物の繁殖と生活活動の促進が非毛管孔隙量を増加

して浸透能を1句上する。伐採跡地で低下するのは，直接

的には伐倒，搬出作業に伴って地表の撹乱が行なわれ，

土壊孔隙をふさぐ微粒物を生産し，また土壌の圧密化が

行なわれて，孔隙を減少するためである。長期的には有

機物供給の減少と気象条件の変化に直接暴露して土中小

動物の活動を減退し，次第に浸透能は減少する。ともか

く浸透の良否は蒸発散の多少，流出の時間的分配に大き

く影響する重要な現象であり，その改善と維持は森林の

持つ重要な機能の一つであるが，水流動の媒体としての

林地表土層の実態や表層土層における浸入，透水に関す

る知識はいまだ十分とは言えない。このような知識は単

に水収支だけでなく，山崩れ，地すべり，表面侵食の現

象解明にも重要なものであるはずである。

林地では林冠の遮閉により日射，気温，風などの蒸発

条件が制御されるため，一般的に土壌表層部の水分は林

木以外の植被の土地より多く，かつ変動が小さい。しか
し土中水分の一部分は根に吸収されて葉面から放散され

る。この蒸散作用のため，根系部位の土層では，植物生

育期と休眠期で大まかな変動が起こるが，年間を通じて

他の植被のそれより土壌水分が少ない。そして土層全体

を長期間について見る時は他のいずれの植被の時よりも

土壌水分が少ない，などのことが明らかになっている。

樹種，林木密度，地床状態などや気象，地文条件によっ

てかなり異なるが，各種森林内の地面蒸発は年降水量の

6～24％’そして林内の地面蒸発は無立木地の33～55％

に相当したとする調査例がある。蒸散も同様な条件によ

って左右され，立木，ましてや森林の蒸散量を一概に言

うことはできない。しかし各種の方法で測定され，樹種

ごとにいろいろの数値が発表されている。年間に針葉樹

で50～150mm,広葉樹はこれより多く,200～250mm

であったとする調査例がある。

遮断，水面および地面蒸発，蒸散によって流域の水は

大気中に消失していくが，これらのいずれも個煮に正確

に決定することはきわめて困難である。近年，消失量を

一括して測定しようとする研究が森林水文関係でも取り

上げられようとしている。概念的には各種の方法が考え

られるが，林地における熱エネルギー収支から測定する

方法，土層内の水分収支から測定する方法などに期待が

かけられている。しかしわが国では多くの場合，林地は

傾斜地であるため，これらの方法の適用についても平地

の農耕地などに比べ，未解決の問題点が多いが，これら

の適用法を確立して林地における水分消失の知識を増す

必要がある。現状では消失壁を森林の種類ごとに知るな

どと言うことはできないが，森林理水試験などで求めら

れた降水通と流出鐙の差から消失量の近似値を知ること

ができる。各種条件によって異なるから当然一概には言

えないが，瀬戸内沿岸地方のような少雨地帯の森林流域

では年降雨量の70％前後，降雪地方では15～30％，他

の無雪地帯では45～55％の調査例を得ている。一般に

大河川流域のそれより大きい。わが国は一般的に湿度が

高く,･降水量が多いので，消失量は他の多くの地域に比

べると大きい方ではない。一方自然環境における消失現

象の機構は非常に複雑であり，その測定法もいろいろ提

案されているが，いまだ十分な方法は無い。ことに山地

の広い林地流域の実際の消失量を把握できる一般的方法

は確立されておらず，従来も比較的関心が薄かった。こ

のため林地における水循環中の重要な一項でありながら

その知識が不十分であった。水消失の機構，消失量の実

数の把握のいずれにも問題が多い。

誤
｛

林地流域からの水流出

浸透能を越して雨雪水が供給されると，概念的には地

表に，いわゆる降水余剰を生じ，余剰水は地表のくぼみ

にたまる。これらのたまり水は連絡して薄水層を形成し

て貯留される。貯留鐘がある限度を越すと低い方へ地表

流出する。地表流出は浸透と表裏の関係にある。林地の

浸透能が前述のように大きいとすると，地表流出はよほ

どの豪雨でないと起こらないはずである。しかしいわゆ

る林地流域といえども現実には露岩地や道路面その他の

低浸透能区域が含まれるため，地表流出は起こる。さら

に流路水面上に直接達した雨雪水はそのまま流出し，地

表流出とあわせて表面流出と呼ばれる。

中間流は，土層のあり方によっては，ふたたび地表に

浸出し，また流路に出会って浸出する。いわゆる中間流

出である。多くの場合，土層のA,B層の境で透水の停

淵が起こり,A層中，ことにその上方部で最も多くの中

間流が起こると考えられる。表面流出と中間流出は降雨

中および直後の増水の大半を占め，直接流出といわれ

る。直接流出愛は増水量とも呼ばれる。露岩地や低浸透

能区域が少ない場合は森林流域からの地表流出はきわめ

一一

一
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て少なく，直接流出量のほとんどは中間流出で占められ

ることもある。たとえばアメリカのある試験流域では年

流出量の85％に中間流出であったと推定されている。

中間流の実態についての知識はいまだ乏しいが，森林水

文だけでなく，崩壊，地すべりの韮礎知識としても今後

充実する必要がある。

中間流の残余の水は地層深く透下し，いわゆる地下水

となる。地下水もある限度以上の貯留を承ると低い方へ

と移動し，直接流出に比べてはるかに長時間を経て，多

くの場合，下流域で河川に浸出する。これが地下水流出

である。地下水流出についても，林地流域と言うよりも

山地流域についてはいまだ不明のことが多い。その動き

はダルシーの法則に従うことは認めてよいとされている

が，実際の山地地層について確認した例はきわめて少な

く，また地層構造と中間流，地下水流の観点から調査

し，その存在の法則性，表面地形との関連あるいは類型

化などについても研究した例はほとんどない。

林地の植被転換と流出

林地の水の動きについては，いまだ不明のことがあ叢

りにも多い。しかし試験流域において林木を伐採し，あ

るいは植栽して流出に及ぼす影響を試験した結果と遮

断，浸透，土壌水分，蒸散など個々の水文現象について

の実験的な研究結果とから，直接的に森林植生の転換に

よる中小流域からの流出の変化の方向と程度，そしてそ

れらの主として定性的理由付けについてはかなりの知識

を得るに至っている。

森林を皆伐して，いわば自然草地に転換すると，増水

量,増水ピーク流量は,伐採前のそれに比べて,増加また

は減少する。増加するか，減少するかは主として降雨条

件と降雨直前の流域の乾湿条件で決まる。すなわち伐採

跡流域がある限度以上に湿っていた時に，それに対応し

て総量または強度である限度以上の降雨があった時は増

加し’その逆の時に減少する。したがって両条件の組象

合わせいかんでは,ほとんど無変化のことも起こるし,ま

た，ある限度以上の大雨では流域の乾湿条件に無関係に

増加することも起こる。たとえば一雨約200mm以上で

は常に増水量は増加するという試験結果がある。伐採，

搬出作業に伴い浸透能の低下，したがって地表流出の増

加と蒸散の減少そして土壌保有水分の増加，したがって

出水時の初期損失量の減少が起こり，遮断愛の減少も加

わって,増水量,増水ピーク流量の増加が起こると考え

られる。しかしながら林冠が失われると，地表面は蒸発

条件の変動に直接触れるため，盛夏期などでは地表がは

なはだしく乾燥し,その土湿不足,したがって出水時の初

期損失が著しく大きくなることがある。このような時は

増水量，増水ピーク流鐙の減少が起こる。ともかく世界

の多数の既往試験結果から変化量の範囲をまとめると，

個殉の出水について承れば数倍から十数倍に増加した例

も見られるが，各試験ごとに全出水例の平均をとり，そ

の範囲を見ると，増水鎧については1.15～2.03倍，増

水ピーク流量については1.05～1.91倍になっている。

森林，気象，流域各条件の違いを無視して一口に森林の

影響を述べる時の目安となろう。逆に流域が非常に乾燥

していた時の出水では，増水量が0.49～0.75倍，増水

ピーク流量が0.47～0.65倍に減少したという試験結果

例を得ている。無立木流域に造林すれば，上述のことの

逆が起こるはずであるが，これを確かめる試験は外国で

行なわれており，明らかにそのことが証明されている。

なお両種流量の増加麓は択伐では皆伐より少なくなり，

かつ伐採率の低いほど小さく，非常に低ければ無影響に

なること，伐跡地で粗放農耕や放牧を行なえばはなはだ

しく大きくなることが確かめられており，また融雪出水

でも伐採後増水量，増水ピーク流量が増加することが知

られている。以上のことから，一般に森林は増水量，増

水ピーク流量，いわば高水量を減少させる働きがあると

言えるが，しかし特定の場合にはその逆のこともあるこ

とがわかる。

無降雨期や積雪期に起こる低水量は伐採により増加す

る。低水量はいろいろの仕方で表わされるが，増加する

ことについて既往試験結果に例外がない。伐採により地

面蒸発の増加，浸透能の悪化という減少要因があるにも

かかわらず，蒸散趾や雪遮断量の減少のために低水量は

増加すると考えられる。増加程度は森林，気象，地文条

件によって異なり，伐採程度によっても左右される。低

水量の一つの表わし方として，1年間で日流出量の小さ

いもの50日分を合計した量をとると，これは皆伐後

1．13～1.56倍に増加した試験結果例があ．る。以上から

森林は一般に低水通を減少させる働きがあると言える。

しかし林地が獺也，崩壊地のような低浸透能地に転換さ

れた場合は，適当な試験成果はないが，低水量は極端に

小さくなることは想像にかたくない。このことは十分注

意する必要がある。

各月流出量はそれぞれの月間内の増水量と低水量のほ

ぼ合計量である。特定の条件下以外は，伐採によって増

水量も低水量も増加するから，多くの月で，その流出鐙

が伐採後増加することは当然であり，このことは試験で

確かめられている。しかし盛夏期などで日射，気温など

蒸発要件がきびしい時は増水量が伐採後減少することを

前に述べた。しか'も月流出量中に占める増水量の割合は
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化も気象条件に左右され，ことに各期間の降水量が多い

時，増加鐙も大きくなることが明らかになっており，伐

跡地の植被条件が同じならば，これら流出量の増加量は

それぞれの期間の降水量でほとんど決まると言えるよう

である。世界の多数の試験で皆伐による年流出量の最大

増加量は46～457mmの範囲であり，わが国のそれは

205～268mmであった。ともかく森林は夏，冬期，年

各流出鐘を減少させる働きがある。

年間流出の一様性を日流出蛍の年間における分散度合

で表わすと，伐採により一様性は低下する。増水量は伐

採後増加または減少するが，量的にば前者の方が大き

く，増水鐙が日流出量の分散を左右すると考えられるか

ら当然である。また年流出量を日流出量の大きさで四つ

のグループに分け，これらが年流出量の中に占める割合

で一様性を表わすと，伐採前相対的に一様性の高かった

流域は伐採後低くなり，低かった流域ほ高くなった。と

もかく森林が年間流出の一様性に関係することも知られ

ている。

低水量のそれより，当然，格段に大きい。このため盛夏

期の月流出量は伐採後減少することがある。蒸発要件の

あり方で決まるから，このようなことの起こる地域や時

季が決まっている訳ではないが，当然少雨乾燥地帯に特

に起こりやすく，たとえば岡山県下の瀬戸内沿岸地方の

林地流域では8～10月流出逓はほとんどの年に伐採後減

少するとしてよい試験結果が得られている。伐採により

早春の融雪が促進されることも前に述べた。このため例

外なく降雪地方では融雪前期に当たる月の流出量が顕著

に増加し，そして積雪戯が減少するため後期に当たる月

の流出愛が明らかに減少することが知られている。以上

から森林は，特に少雨乾燥地帯で，盛夏期の月流出量を

減少し，降雪地方での晩春月の月流出量の減少を抑制す

る働きがあると言える。

夏，冬期間の総流出量はそれぞれ期間内の月流出量の

合計量である。しかも多くの月の流出量ほ伐採後増加す

るから両期間流出量が伐採後増加するのは当然であろ

う。事実このことは試験で確かめられており，多数の既

往試験結果に例外はない。そして両流出量の合計量であ

る年流出量も当然増加するはずであり，これも確かめら

れており，試験条件が異なるにもかかわらず，世界の多

数の試験についてまったく例外がない。しかも造林によ

りこれらが明らかに減少したことを確かめた試験があ

り，また伐採後流域を放置して，自網直生の侵入を許す

と，その発達につれて流出の増加量が明らかに減少して

いく経過も確かめられている。これら長い期間の総流出

量の増加鐙も林相，伐採率など森林条件はもちろん気

象，地文条件で異なるが，伐採率と増加量にかなりの関

係がうかがえ，影響は皆伐に最大で，弱度の択伐でば影

響は無くなることが知られている。アメリカのある試験

では，ある流域条件で地域を区分し，その地域に限れ

ば，増加量と伐採率は簡単な直線関係にあると報告して

いる。また増水通，低水量の変化が気象条件で左右され

るから，当然これらの合計量である季節，年流出量の変

▲

Ｌ
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「

森林の機能の活用

・林地流域における水の動きは森林植被，その他の地文

条件，気象条件の組み合わせで決まる。したがって地域

によって，また季節によって異なる。流域からの水流出

という面から森林を見ると，水の消費者であると同時に

生産者的な面も持ち，時間的な分布の調節者でも:ある。

一方社会は洪水防止と河水の高度利用を同時に願い，さ

らに山地崩壊，地すべり，土砂流出などの防止をも同時

に望んでいる。これらの事情を知って森林の識能を活用

しようとする時は，地域ごとに主たる目的，従たる目的

の選別が行なわれ，これに応じて森林の種類とその取り

扱い法の選択がなされねばならないこと，どの目的に対

しても，たとえば単にうつそうたる森林を保持すればよ

いということではなく，人為的，技術的な取り扱いがな

されねばならないことが理解される。

《
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第1表関東・中部・近畿地方における明治期
の造林樹種

f･,｡,,｡<特集>"

1
カナダツガTsugaCanadenSis 小根山37

1
葉エンピツピャクシソ

JuniperIEsVirginians千葉(演)30

羅職0
小

ベィマッPiseudotstgaDol:grasii

l
千

蕊職0
小

樹リギダマツPinusrigida 千

｜小根山43,
ストローブマツPinusStrobus

千葉(演)30
オウシュウァカマツ

小根山37
Pinussyivestcris

センベルセコイヤ

Sequoiasemperviren'・塾(演)31－－

アメリカヤマナラシPopulusnigra小根山37

モニリフェラPopUlUsmonilifera 小根山37

広スズカケノキPlatanusorientalis 小根山37
アメリカスズカケノキ

Platanusoccidentalis千葉(演)31
葉エクセルサトネリコ

小根山37Froxinusexcelsior

千葉(演)30
樹謬#湖巽dendrontulipfera

Pterocaryastenoptera千葉(演）
カンペストカニデ

｜千葉(演)30AcerCampestre

外国樹種のその後

－－導入の経緯とその見通し－

Ⅱ各論

（3）関東中部近畿地方
弘

苅住昇

〔林試・造林部〕

守
室

1．関東・中部。近畿地方における導入の経緯

この地域はｼ：イ・カシを主とする照葉樹林帯から高山

帯におよぶ広い気候帯を含み，温度条件では暖かさの指

数が0～180にわたる。高度では3,000m以上の中部山

岳地帯がこの地域の中心部にあって，地形的にも複雑で

ある。また中部山岳地帯によって境される冬雨型の裏日

本気候と夏雨・冬乾燥型の表日本型気候とは極端に相違

した気象条件を示し，他地域に比較して温度。降水など

の気候条件および地形とこれに関連する土壌条件なども

変化が多い。またこの地域は古くから文化水準が高く，

江戸時代から大阪・江戸を中心として多くの外国種の植

物が移入されている。林業用の多国樹種においても明治

以降，この地方に多い大学および試験場などの各機関が

その導入に果たした役割は大きい。

以上のように環境条件の幅の広さと導入機会に恵まれ

たこの地域では暖帯性から亜寒帯性におよ鐸各種の樹種

が導入された。しかし，導入当初から事業的に叢とまっ

た面積に植裁された樹種は少なくて，全国的に見ても北

海道を主とするストローブマツ，長野・東北・北海道地

方のオウシニウトウ上，北陸・近磯・中国地方のフラン

スカイガンショウなどの数種で，ほとんどの樹種ほ大学

減習林，国有林の外国樹種見本林および林業試験場の実

験林などに試験的に植栽されたものである（第1表参

照)。

この地域には前橋営林局小根山林業試験地，林業試験

場浅川実験林，東大千葉演習桃京犬上賀茂外国樹種試

験林などがあり，ここに導入された外国樹種の歴史は一

面ではこの地域の外国樹種導入の経緯を示しているとも

いえる。この中では京大の試験地が比較的新しくて昭和

25年以降のものであるが，他は明治30～40年ごろに設

定されたもので，植栽樹種も当初のものは．70年生に達

注小根山：前橋営林局小根山試験地，千蕊(演)：東大千葉
減習林,"il:林業試験場浅川実験林，秩父：東大秩父
波習林，高萩：東京営林局高萩試験地，（営)は営林署他
は県を示す。

するものがある。

いま導入の経過を明治。大正・昭和（戦前・戦後の4

期にわたって考えて承よう。

a明治期（1970年～1911年）

明治中期になると政治纏織も次第に充実して，産業面

でも当時の農商務省はその発展と改良のために努力し

た。林業面でも明治30年には森林法が，32年には国有

林野法が制定され，臆ぼこの噸阿に行政組織の基礎がで

き上り，これに関連して資源の保統と生産のために各種

の試験が実施され，各地に試験地などが設定された。

外国樹種の導入もこのような産業機櫛の発展に並行し

て行なわれたが，これに拍車をかけたのは当時ヨーロッ

パで開かれた万国博覧会や林業試験場会議および留学な

どで林業人が国外の森林をつまびらかに観察する機会が

増加したことである。

これより先，明治5年には北アメリカからラクウショ

ウの種子が輸入され』)，その後アカシア・ポプラ・ケツ

ー

国

ざ

－ 9－



第2表関東・中部・近畿地方における大正期
の造林樹種

ケイジュ・タイサンボク・ユリノキ・ユーカリ・ブラン

ズカイガンショウ2）・オリーブノキ・プラタナス・コル

クガシ3》，ヒマラヤシーダー・オウシュウI､ウヒ・リギ

ダマツ4〕が導入されている。ユーカリも明治初年に導入

された記録がある7)。

この時代に導入されて現在に残っているもの（文献

15．6．7より作成）は第1表のように針葉樹12種類，

広葉樹種8種類である。この他にも園芸用，街路樹，植

物園の見本樹として数種類が導入された。

この時代においても導入樹種の選択に当たっては気候

条件に特に注意が払われ，ほぼわが国のこの地域に類似

した気候区の群落で優占する樹種が選ばれた。導入国は

冒一ロッパ各国からアメリカ（特に北アメリカ）の広域

にわたっている。この時代の導入年次が明治30～40年

Iに集中しているのはさきにも述べたように外国樹種の導

入が試験林の設定に伴っていっせいに行なわれたことに

よっている。この時代にこの地域で半事業的に植栽され

･たものは大阪府・石川県地方の海岸砂地に砂防用として

植栽されたフランスカイガンショウだけである。

b大正期（1912年～1925年）

この時代に導入された樹種は第2表のように針葉樹

ﾕ9種，広葉樹5種類の24種類で，明治期に比べて針葉

樹が増加して広葉樹が減少した。

大正期に入って新しく導入された樹種はニグラI､ウ

,上，スラッシュマツ，ポンデローザマツ，ラクウショウな

ど数種類で，他の種類は明治期と同樹種のものが植栽さ

れた。針葉樹ではオウシュウトウ上，リギダマツ，スト

ロープマツ，ダグラスモミ，カナダツガ，セソペルセコ

イヤ，広葉樹ではユリノキ，アメリカスズカケ，アメリ

カヤマナラシなどが上げられる。これらの樹種の中には

明治期に植栽されたものの種子で育苗したものもある。

この時代においても導入機関は国の試験場ないしは大

学の演習林などで，外国樹種見本林を充実拡張などの目

的で植栽されたものが多い。しかし，オウシュウトウ上

など明治期の造林木の成績が良好であったものは半事業

的に一般山地に植栽された。現在長野県地方で見られる

高齢のオウシュウトウ上林はこの時代のものであって，

この時代にはわずかではあるが明治の試験期からの脱却

が認められる。

しかし，明治・大正期を通じて多くの外国樹種が導入

されたが国有・民有林を通じて一般林地への導入がほと

んど見られなかったことは北海道・東北などと異なり，

この地域は木曽・天竜・吉野．また関東では西川・青梅

などの有名林業地を有し，既存の林業技術とこれに結び

ついた樹種に依存する思想が強いことによってい為。こ

種 名

チョウセンモミAbiesholophylla

モリンダトウヒPiceasmithiana

オウシュウトウ上Piceaexcelsa

ニグラトウヒPiceanigra

シトカトウヒPiceasitchensis
チョウセンカラマツ

Larixkaempferi
針エンピッピャクジン

Juniperusvirginiana

カナダツガTsugacanadensis

ベィマッPseudotsugataxifolia

葉ニオイネズコThujaoccidentalis
リギダマツPinusrigida

ストローブマツPinusstrobus

ポンデローザマツPinusponderosa
スラッシュマツ
Pinuselliottiivar.elliottii

樹
センペルセコィヤ

Sequoiasempervirens

ヒマラヤスギCedrusdeodara

l言裟鰄T劉藤｡diumdisticu"
Cunninghamialanceolata

タイワンスギ

Taiwaniacryptomerioides

シナァブラギリAleuritescordata

広アメリカトネリコ
Fraxinusameric2na

葉アメリカヤーマナラシPopulusnigra
樹ユリノキLiriodendrontulipifera

アメリカスズヵヶ
Platanusoccidentz'lis

織職
高萩3～9，
千葉(演)1
千葉(演)4
小根山4～7，
浅川13，秩父
9，臼田8
小根山6

小根山6

小根山15

小根山15，
千葉(演)14

蕊蝿，
高萩3～9，
小根山7
小根山15
小根山12，
長野2
小根山6

●

ｂ
《
」

千葉(演)14

小根山8

飛
瀞
鋤
‐
理
５
９
９
９

５
Ｊ
１
廷
一
一

迅
甦
乳
遍
皿
餓
鰄
３
３
３

割
御
一
画
娠
謹
謹
舗
龍
識

襟
濡
釧

千葉(営)1～2

小根山6

浅川13

栃木12～14

高萩3～9

《
『

①

れは現在においても同様で，地域の林業技術体系が確立

したところでは外国樹種の事業的な導入はきわめて困難

である。

．この点，造林技術がむず力#しい長野県の高寒地にオウ

シュウトウ上が，北陸・近絞の海岸砂地に砂防用として

フランスカイガンショウが導入されたことは意義があ

る。

c昭和期

昭和期は戦前と戦後とでは海外との交渉の事情が異な

り，戦後は各種の面で海外との交流が盛んになった。こ

こでは昭和期を昭和20年までの戦前期とそれ以降の戦

後期に区分する。

（1）昭和前期（1926年～1945年）

、

I

－10－



第3表関東・中部・近畿地方における昭和前期の

導入樹種
小根山9，
父4～12,千
(演）1～9
秩父11

小根山9

千葉(演）1

千葉(演)1

千葉(演)1

千葉(演〕8

雲ノキLirlodendrontulipifera

ドロPopulusalba

ハドロPopulussimanii

アカシヤRobiniapseudoacacia

リヵスズカヶ
Platanusoccidentalis

カケノキPlatanusorientaris

ケイCinnamomumloureirii

珊
弄
ン
Ⅲ
ジ
セ
メ

ユ
ギ
テ
ニ
ア

葉

小根山14
樹 ･4

小根山14
小根山9，浅
川2,千葉(演）
5．17 ズ

ッ
ス
ニ

I

４
８
４

１
１

山
山
山

根
根
根

小
小
小

１
１
１

a

注本数10本以上のものをあげる。

小根山6～9

小根山2，秩
父6，千葉2

小根山7，
千葉(減)2

この地方においてこの期間中に導入された種数は50‘

以上におよび，明治・大正期に比べて導入数が著しく増

加した（第3表)。しかし，そのほとんどは昭和14年ま

でであって，それ以降では戦争のために導入は見られな

い。この時期においても導入の根拠となっているのは試

験林または大学の演習林で，一般にはあまり造林されて

いない。この時代に導入された浅川実験林のテーダマツ・

は戦後にこの樹種を導入する指標となった。

⑫）昭和後期（1945年以降）

戦後は荒廃した林地を回復するための造林熱の向上と

海外交流の激増および戦後急速に発展した林木育種の研

究と事業に伴って，新しく導入される樹種が急激に増加

した。

この種数は単木的に見本林などにまで植栽されたもの

をあげると枚挙にいとまがなく，千葉の東大演習林で

25種類，戦後昭和25年に設定された京大上賀茂外国樹

種試験林では昭和31年で63種類におよぶ試験林を設定

しており，各研究機関・大学ともに種数ほ急増する現状

にある。

この時代には明治期以来の造林成績が検討され，この，

地域の大平洋岸および近絞地方で朧テーダマツ・スラッ’

シュマツなどの暖地性のマツ類およびユーカリなどが，

高冷の山岳地帯にはオウシュウトウ上，ストローブマツ・

など北方系の針葉樹が取り上げられ，育種的立場から各

種のマツ類・カバノキ類・ハンノキ類・ポプラ類が考慮

された。明治。大正期の導入樹種には一般に北方系の樹

種が多いが昭和期には早期育成林業の立場から成長が早

いテーダマツ・スラッシユマツ・ユーカリ類など暖地注

の樹種が盛んに導入された。この中にはオウシュウトウ

上・ストロープマツ・テーダマツのようにかなり長期間

の造林結果に基づくものもあるが，スラッシュマツ・ユ

ーカリ類，ポプラ類のように林分としての成長資料に乏

しく，外国における成績から判断して導入されたものも

あり，このため適地を誤って不成績となったものもあ

る。

■

一

浅川4

小根山9，
秩父17

千葉(演)2
浅川4.2，
千葉(減)4
小根山12，
浅川5
小根山14

小根山7

小根山14

小根山12

浅川2．4

浅川10

浅川10

浅川4

浅川4

浅川1．10
一

小根山8

秩父12
ご一＝

千葉(演)12
埼玉4.11.10，
千葉(演)6

千葉(演)3
守辛4q，

千葉(演)1.3

浅川1，
千葉(演)1

§

浅川4

千蕊(演)19～
37，大阪20

シナアブラギリAleuritesfardii千葉12～14

．ニグラグルミJuglansnigra 小根山8

トチユウEucemmiaulmoides 小根山8～14

広カリア・アルベCaryaalba 小根山10

カリア・グラブラCaryagrabra 小根山10

カリア・オバータCaryaOvata 小根山10 I
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種 名 ’繍職’

針

葉

樹

トオシラベAbiesnephrolepis

ウユ畠ピアーナーモミAbieswebbiana

オウシュウトウ上Piceaexcelsa

チョウセンバラモミPiceakoraiensis

ヒーマラヤトウ上PiceaMorinda

シトカトウヒPiceasitchensis

モリンダトウヒPiceasmithiana

チョウセンカラマツ

LarixgmelinivaroIgensis

エンピツピャクシン

Juniperusvirginiana

カナダツガTsugacanadensis

ベイ･マツPseudotsugataxifolia

コノテガシワThujaorientalis

ニオイヒバTsujaCEE謡声両十動1iQ

バンクスマツPinusbanksiana

'、クショウPinus･bungeana

ポターマツPinusexcelsa

インシグニスマツPinusradiata

テーダマツPinusTaeda

ダイオウショウPinuspalus位is

フランスカイガンショウ

PinuspinasterU

リギダマツPinusrigida

ストローブマツPinusstrobus

マンシュウクロマツPinustabulae

テーダマツpinustaeda

上･マラヤゴヨウPinusgriffithii

オウシュウク宮マツPinusnigra

ポンデローサーマツPinusponderosa

オウシュウアカーマツPinussilvestris

セソー＜ルセコイヤ

SeqUoiasempervlrens
●

ヒーマラヤシーダCedrusdeodara

ラクウショウTaxodiumdisticum

インセンスシーダ

コオヨウザン

Libocedrusdecurrens

Cunninghamialanceolata



第4表関東・中部・近畿地方の外国樹種造林面積
第1図関東･中部･近畿地方に
外国徴甑造林而祇の椎
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|－葱 |造林面積％’名 図1

87％以上を占める（第5表)。その他の樹種は造林面積

が著しく小さくて0.5％以下であった。この造林面積か

らもこの地域の造林樹種の選択性がうかがわれる。しか

し，ユーカリのように造林試験に先立って造林されたた

あに造林面積は大きいが，不成績造林地が多くて現在で

はほとんど造林されていないものもある。この点外国樹

種の導入に当たっては長期の試験が必要である。

この地域の外国樹種造林面積は明治・大正期は見るべ

きものがなくて，昭和2年から12年の間で増加して150

ha程度となったが,27年まではほとんど増加せずこの

年ごろから急速に増加して40年には1,300haに達した

(第1図)。32年から37年までの5カ年間の増加面就は

最大で，約800haである。これは全体の約60%に相当

する。この増加は主としてテーダマツ・スラッシニマ

ツ・ストロープマツ・ユーカリ・オウシュウトウ上の造

林面談の増加によっている。
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18.3

11.6

10.7

9．5

2．7

0．9

0．8

0．6

0．5

0．5

0．5

0．5

｜ユリノキ

,｜フランスｶイカンショウ
マンシュウクロマツ

リモリシマアカシア

Iシトカトウヒ
注外国樹随の総造林面積に対する割合が0.5％以上のも
のの象記戦

d外国樹種の造林面積とその推移

昭和40年におけるこの地域の外国樹種の総造林面積8〉

"1,300haで，これはわが国の総外国樹種造林面積

14,00011aの約9%に相当する（第4表)。この地域の種

数は67種で，これは総種数97種の70％で植栽面積の

割合には種数が多い。これはこの地域には小面積に植栽

された試験林が多いためである。ちな承に昭和24年林

業試験場目黒実験林における外国樹種数は91種であつ

･た。

この地域の総造林面積に対する外国樹種の造林面積の

割合は0.05％で，わが国のこの割合の0.2％に比べる

と他の地域に比べて外国樹種の面積的な普及率は小さ

&い◎

この地域の外国樹種植栽面積のうち最も面積が大きい

‘のはその39％を占めるテーダマツで,ユーカリが18％，

オウシュウトウ上12％，ストローブマツ13％，スラッ

シユマツ11％で，この5種類が外国樹種総造林面積の

《
Ⅷ
』

2．主要樹種の成績

この地域に導入された外国樹種は100種類以上に達す

るものと推定されるが，その多くは戦後の魂入によるも

ので幼齢木が多く，菫た外国樹種見本園などに単木的に

植栽されたものである。収穫までに長期間を要し，面積

的な木材生産が問題にされる林業にあっては，導入樹種

の成績の良否を決めることはむずかしい。外国樹種の成

織とは早期育成林業の立場から材積成長謎を対象とする

もので，ここでは植栽後相当の年数を経過した林分とし

ての材積成長量によってその成績を考えた。

a)マツ属

明治期以来導入されたマツ属の主なものにはリギダマ

ツ・ストローブマツ.・オウシュウアカマツ・ダイオウマ

ツ・フランスカイガンショウ・スラッシュマツ・テーダ

ゆ

t
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-マツなどがある。その他ポンデローザマツ・インシグニ

スマツ・マンシュウクロマツ・ポターマツなどがあるが，

これらの樹種は前者に比べて著しく成長が悪くて将来導

入の対象とはならない。前者の中で最も期待される樹種

低中部山岳地帯の寒冷地に適するストロープマツと東

海・近溌地方の温暖地帯のスラッシュマツおよびテーダ

･マツである。

ストローブマツは原産地の北米においては北東部の寒

冷で湿気が多い気候に適し，年平均気温6～10oC,5月

から8月までの4カ月の平均気温15～19°C,雨量250~

600mmの地域に適する樹種で，この地域では群馬県の

小根山試験地に植栽されたものが著名である。ここでの

植栽面積は1ha以上，成立本数は1,300本，大正6年

の植栽で'ha当たり平均成長量は9～12･m3である。こ

の地方のアカマツ林林分収穫表，)では40年の平均成長

鐙が1等地で9.4m3であるので，アカマツに比べては

るかに良好な成長を示した。これは小根山の土壌が浅間

山のI噴出による火山灰と砂礫の互層堆積によって通気と

排水が良好なことにもよるが，長野県を中心とした寒冷

地域では気候的に十分適しているためであろう。土地的

には原産地でも通気が良好な立地で成長がよいといわれ

ている。その他この地域では林業試験場浅川実験林およ

び東大千葉演習林に造林地があるが，いずれも成長不良

で付近のアカマツとは対比できない。これはこの地方の

気候が暖か過ぎてストP－ブマツの生育に適さないこと

によっている。この地域では標高800m以上の暖帯林上

部が適地であろう。

この樹種は地上部の成長に比べて根系，とくに垂下根

の発達が悪くて，風倒などの被害にかかりやすく，昭和

34年の37号台風ではその44％が倒伏し,浅根性のヒノ

キに次いで高い倒伏率を示した。この時のアカマツとク

轌マツの倒伏率は各な3％であった'0)。

次にこの地域の表日本の暖帯林地帯で成長がよいもの

にテーダマツがある。テーダマツの原産地はフロリダを

中心とする北米の南の地方で年平均気温は12｡C以上，

年降水量は1,000mm以上の温暖な気候条件に適し，わ

が国でも1月の平均気温が0°C以上でないと更新が困

難であるとされている。

この地域には兵庫県林業試験場，岡崎営林署・掛川営

林署管内，浅川実験林，小根山国有林などに25～40年

程度のものがあるが，浅川実験林のha当たり平均成長

鐘は17.8m3,小根山のものは11.8m8でいずれも付近

‘のアカマヅに比べて成長が著しく良好であった。岡崎営

林署・鋤1I営林署のものは単木ないしは幼齢で材積を比

較することは困難であるが樹高成長ではアカマツ・ク戸

マツに比べて大きい値を示した。特に豊橋国有林で土地

条件が悪いところでも成長が良好で，耐清．耐乾性を示

したことは注目すべきである。

幼齢時の成長も良好で，伊豆地方の大昭和製紙所有の

5～10年生のテーダマツ幼齢林では付近のクロマツの

1.3～1.5倍の樹高成長を示した。しかし幼齢時寒風害

にかかりやすく,伊豆地方でも標高300m以上の尾根筋

では梢頭が枯損し’あるいは葉量が著しく減少して枯損

するものが多く，クロ言ツに比べて成長が劣り，不成縦

造林が現われた。また，成長がよいところでも地上部の

成長に比べて根系の発達が悪いので風倒による被害が続

出し，育苗・植栽方法●引き起しなどの技術が考えられ

たが,いまだ風倒による被害をなくする方法は完全でな

い。育苗も容易で成長も良好であるが，上述の寒風と風

倒の被害がこの樹種の造林の成否を決定している。植栽

に当たってはこれらの被害を考慮して立地を選択し，林

業経営の面で不確定要素としてのこれらの被害を組承入

れておく必要力;ある。

スラッシュマツもテーダマツに類似した環境で成育

し，被害の出かたも似ている。一般にテーダマツよりも

成長がよいといわれ，最近ではテーダマツに代わってス

ラッシュマツを造林するところが多くなっている。

上記の3種についで成長が比較的よいものはリギダマ

ツで，明治37年植栽の小根山試験地の林分はha当た

り平均成長量8.3m3に達した。これは付近のアカマツ

林林分収穫表の2等地以上の成長鐘で，暖帯林上部から

温帯にかけての気候区で排水良好な適潤土壌ではこの程

度の成長が期待できる。しかし病虫害にかかりやすく，

高齢木では成長が著しく低下する。

フランスカイガンショウは貧栄養の乾燥地ではアカマ

ツ・クロマツよりも成長がよいが著しい陽性で被圧に弱

く，成立本数が少ないことと風雪．病虫害などの被害を

受けやすい欠点がある○大正期には砂防用に特に海岸砂

地へ造林されたが，近時造林面積の増加は認められな

い◎

オウシニウアカマツはこの地域では中部地方の高冷地

に適する樹種であるが，小根山試験地ではマツノコブ病

の被害がはなはだしくて全滅した例もある。

b)トウヒ属

この地域で外国樹種のトウヒ属中最も成長がよいのは

オウシュウトウ上で高寒地に植栽の可能性が考えられ

る。河田皿〕は小根山での調査からスギ林にはとても及

ばないが，地味のよいところではアカマツ林の2等地に

匹敵する成長が見込まれる。冬期寒冷多雪で比較的空気

が乾燥するところではこの樹種を用いて高山林の林業生

凸

勺

一

一
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毎
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やすいこと，陽性で高密度林分を作ることができないこ

となどの欠点があり，単木の成長が良好な割合には一般

の造林に取り入れられていない。

浅川実験林に大正14年にアメリカヤーマナラシが300本

程度造林されたが，残っているものは10本にすぎなか

ったという例もある。この造林に幟病虫害の防除法が事

業段階で確立されることが必要であり，気候的にも比較

的これらの被害が少ない高冷の山地地域を選ぶことが必

要である。

樹皮と材を収穫の対象とするアカシヤ属の樹木はこの

地域では房総・伊豆地方などで植栽が可能であるが，こ

の地域は植栽可能地域の北端にあたり成績は良好でな

い。また既往の造林面積も少ない。

ユリノキは明治30年に東大千葉演習林に造林された

記録があり，古くから造林用樹種として考えられたもの

である。また，浅川実験林にまとまって植栽されたもの

がある。初期成長がよく，樹幹は広葉樹としては通直

で，利用率が高く，病虫害に対する抵抗性も強い。林分

の成長量もha当たり平均成長量8.1m3で大きい。し

かし，風雪害を受けやすくて涛悪地に適さない，また針

葉樹に比べて材の用途が少ないなどの欠点もあって一般

林地には植栽されていない。

シンジユやスズカケノキ類も同様な傾向をもつ樹種で

あるが，面稜当たり成長量は針葉樹に劣ることと，特殊

な用途もないためにユリノキ同様事業的な造林樹種とし

ては取り上げがたい。

その他カエデ類・シナノキ類・トネリコ類．トチノキ

類などが導入されたが，その多くは街路樹。見本園用で

あって林業用として期待される樹種は少ない。広葉樹で

はポプラ・ハンノキ・カバノキ属で盛んに行なわれてい

る導入外国樹種を利用した交配育種によって成長が良好

で立地に対する適応性の幅が広く，病虫害に強い樹種の

出現が期待されている。

産を上げることができると述べている。カラマツの導入

が期待できない温帯および亜高山帯林では造林の可能性

が十分にある。

その他シトカトウヒ・ニグラトウヒなどが試験的に造

林されたが成長が悪くて利用の可能性はない。

c)カラマツ属

オウシュウカラマツ・チョウセンカラマツなどが導入

されたが，いずれも日本カラマツより成長が悪い。しか

しオウシュウカラマツと日本カラマツを交配した一代雑

種は成長がよいといわれており，育種用樹種としての価

値は十分に認められる。

d)その他の針葉樹．

その他の針葉樹ではニオイネズコ・コノテガシワ・ギ

ガントネズコ・エンピツピャクシン・ベイマツ・タイワ

ソスギ・チョウセンモミなどはきわめて成長が悪い。

センペルセコイヤ・カナダツガ・ラクウショウ・メタ

セコイヤ・ヒマラヤスギ・コウヨウザンなどは林分とし

て成林し，場所によっては在来樹種よりも成長がよいと

ころもあるが，一般には面積当たりの生産は低い。これ

らの樹種はスギ・ヒノキ・アカマツ・カラマツなどの不

成綴造林地の代替え用樹種としては利用の対象となる。

e)広葉樹類

この地域に比較的多く植栽され，造林が進められたも

のにユーカリ類とポプラ類がある。ユーカリ属の種は

600種におよび外国では驚異的な成長を示すものもある。

また単木的にはわが国においても優良な生育をしている

ものもあり，これらの事例に基づいて暖帯林下部の伊

豆・紀伊地方に半事業的に植栽された。暖地においては

いづれも初期成長は良好であったが寒風雪害に弱くて，

成立本数は次第に減少し，林分としての生産はスギ・マ

ツ類に劣る状態となった。特に台風によって倒伏するも

のが多い。導入された種としてはグ厚プルスが多い。ユ

ーカリの植栽に当たってiま表土が深くて適潤な風当たり

の少ない立地を選ぶ必要がある。

ポプラ類もまたユーカリ類とともに学校の校庭や並木

または農場などに植栽されてきたが，林業用樹種として

考えられるようになったのは比較的新しく，特に外国に

おけるポプラ類の育種事業の成功はこの樹種のわが国へ

の導入を促進した。この地域では北海道・東北と異な

り，造林面積は少ない。暖地ではサピ病・褐斑病・春落

葉病・ポプラの枝枯病・ポプラのふらん病・がんしゅ性

細菌病。しる紋羽病・むらさき紋羽病・根くち病，虫で

はドロノキハムシ・ポプラハバチ・キマダラコウモリな

どによって被害を受けやすく，育林段階においてこれら

の防除に多大の経費と労力を要する。また風雪害を受け

◆

ろ
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《
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W形曲線集材用特殊搬器の

考案について

‐一－…、閏。4.‘
鰯鯛矢野米士わたくしは集材機運転手として勤めさせてもら？ていト$唾

る者でありますが，地形的にどうしても作業道を開設す？．.｡膜.’、。，（延岡営林署）
る事のできない場所において利用される曲線集材方法一一霞＝．､…釣鐘鐘

を，より安全により能率的に実行するために器具の改造以上四つの問題解消を目標に次のとおり改良を行ない

や索張方式の改良を図って参り室したが，今回はその中ました°

で曲線集材用特殊搬器の改良についての承，その要点だ1．搬器本体と下部のエンドレス索および荷揚索用ブ
けを説明させていただきたいと思います。しかしながらロック取り付け部とがおのおの作業索の力の方向に任意

何分にも非才のわたくしごときが考えた事でありますのに回転できるようにした。

で’大した改良にもなっていないかも知れませんが，何2．搬器本体の前輪と後輪が前後に40.左右に45.回
かの参考になりますれば幸いと存じます｡転できるようにした。

まず改良の目的でありますが，当事業所は人工林でス3．脱線防止策として搬器自体に自動的に上下できる

パン1,000～1,300mくらいであり 図-1W形曲線用特殊搬器およびサポート『

曲角度45.から50。くらい，それも

6

垂

ー

S形寮たはW形にカーブしなければ

なりません。

これをより安全により早く作業を

行なうためにはいきおい搬器の安全

なる高速走行性が当然要求されて参

ります。まずわたくしなりに考えま

した従来形の搬器の欠点を申し上げ

ますと

1．重曲線およびW曲線の場合，

主索上を走る搬器本体と，荷揚索用

ブロック取り付け部（搬器下部）と

の間に支点通過の時にそれぞれに異

なる方向に力が作用し脱線の原因と

なっていた。

2．全幹集材の導入により荷重は

大となり搬器が大形化，長形化され

ーーマーー.-
凸へⅢ

､､u/
サポートにより抑上られ
知遇後は下る
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エンドレス紫取りつけ板9

ﾑヘ1回転器

ロープの力の何により、任迩の方
に×状に回鞭し撫器のネジレを防
､支・職通過を容易にする可p

脱線防止板を取り付け，また曲線金具にこの脱線防止板

を自動的に押し上げる山形板を取り付けた｡
、

改良後の実験実用の結果

以上の改良を行ない43年4月16日より4月18日の：

3日間熊本営林局小山田機械化指導所で実験の結果，1

カ所の曲線角陛45｡までは容易に通過できることが立証

された。

43年6月より当赤松製品事業所で実用しているが，作

業の能率と安全性を考慮して1カ所の最大IIII線角度を

大となり搬器が大形化，長形化されたために，支点通過

の時に前輪と後輪の進行する方向が異なるため，ねじれ

る形となり脱線の原因となっていた。

3．脱線防止器がスプリング式などであったために，

長期間使用するとスプリングの伸びなどが生じるなど完

全ではなかった。

4．以上の原因により一角の最大曲線角度は150以内

とされ，また支点通過速度に制約があって能率向上や安

全上に問題があった。
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サポートに山形の鉄板を

取りつけて搬器の脱線防

止板をおし上げる
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図－3内角用サポート

表－1有利性の比較計算表
－

|｜作業道新設による'段集材
1段

|,距離|灘|鱗架線|盤台|集材|計

１
１

多段集刺

2段計

曲線集材

段1

|架線|盤台|その他|集材計 架線’盤台|集材|計

｡ ､"""wl~!…“｡:::”‘""”1,713108100825

"。“，。"#"･1，2"，'"’1":I‘側1";::｡蔓 I
2525

5,782148

42年度
50－3

43年度
50－2

〃

50－3

〃

50－4

|計 一
三

（）雷は資材価

その他柵ま,嬢赫機1台型舞旦=238千円，ｲﾔ画‐プ2鱸千円燃料その他50千門計533千円
多段集材一曲線集材=4,381-3,923＝458千円（有利）さらに2段集材の場合2名の要員が必要となる。
作業道新設の場合一曲線集材＝8,597-3,923＝4,674千円（有利）
ゆえに立地条件によっては，曲線(W型も含む）による一段集材が有利となる。

●

§

27。以内として，1架線の曲線金具5カ所を使用し，曲

線角度の怒和88｡のW形曲線集材を行なうなど現在まで

使用しているが，特殊な索張方法の考案と相まって集材

回数も従来の直線集材の場合とほとんど変わらず，霞た

脱線などの事故も皆無であり作業の安全と副作業喪の節

減を図り，作業能率の向上に好結果を得ておりまれ

参考までに当所における42年12月より43年度まで

の間において曲線集材にかかる箇所の材積5782㎡を対

象にした比較計算表を付記しま灸

なお最後に，本器の実験や実行上の問題点についてい

ろいろとご指導ご協力をいただきました熊本営林局の上

司の方公や，延岡営林署の関係上司を始め同僚の諸氏に

本紙を借りて厚くお礼を申し上げ蓑式

〆

－16－



■

一

一

Q

Ⅱ

、

莞 15回林業技術賞受賞業績紹介

エゾヤチネズミの

発牛‘予察と飼育実験

夕宇P互』ワゴタヨワゴ■』タグ｣Lﾖﾜ々.＝』Pr■”prF■』クタタ西PrJ五』I夕P

…,臆からず…回林業識緬賀灘
まえがき

を受賞いたし，身にあまることと感謝いたし

ております。

今回の受賞は，これまでにご指導とご援助を賜わった

方をはじめ，日ごろエゾヤチネズミの防除に取り組んで

､おられる多くの方点のおかげ定あり，わたくしたち2人

だけに与えられたものではなく，以上の方々を含めた全

員に与えられたものと深く銘記し，関係の皆様に厚くお

礼申しあげますと同時に，今後の研究に対しましても一

個のご指導とご援助をいただきたく鎧願い申し上げま

す。

今回の報告は，紙面のつごうで要約的なものとなりま

'したが，装憧のひとつ，回転輪については「日本林学会

誌」第50巻，第4号（1968）に報告してありますので，

｡ご参照下されば幸いです。

1．エゾヤチネズミの漸進的大発生

札幌郊外にある野幌国有林のなかの，エゾヤチネズミ

が，いつも多く生棲しているところで，7年間にわたつ

･て定期的に個体数の変動を調べた。

個体数の変勤は出生と死亡との関係できめられ，’）

出生が死亡より大きいとき，2）出生と死亡が等しいと

き，3）出生が死亡より小さいときの三つの場合につい

て考えることができる。0.5haのニゾヤチネズミの捕狸

数は図1のとおりである。この7年間にわたる捕漉数の

変動のなかで，大発生と考えられる年は1959年であり，

これには増加期，絶頂期，下降期の三つの特穀的な時期

を区別することができた。

増加期は,1958年～1959年6月までであり，絶郵開は

ﾕ959年8月～11月まで，下降期臆1959年12月～1961

年9月までであるとして抽象することができ，このよう

ｴな形式をもつ大発生を漸進的大発生とよんでいる。

1959年の漸進的大発生がどうして起きたかと.いう問題

'は，これからの研究によらなければならないが，ここで

掘，次のことが問題になる。

1959年以外のときで大発生になれそうなのは，1961年

m1月～1963年にかけてである。1961年11月の捕盤数

で〆””■＝”＝”街“”″”〆舜〆″＝毎画亘々"β

桑 畑勤
（林試・北海道支場）

増田久夫
（林試・防災部）

が急に増えて69頭までになった。しかし，1962年の4

月と5月には，越冬中にかなり減って，25頭と33頭ま

でになったが，そのあと，次第に増えて，1962年11月に

は，82頭までになった。ところが，1963年の捕換数は春

から秋にかけて，むしろ，減る傾向にさえある。

この例は，エゾヤチネズミの密庇が，かなり大きなも

のであっても，それがただちに大発生にまで発展するも

のでないことを示している。

2．成長と繁殖の問題

エゾヤチネズミの個体数の変動磯構を模式化すると，

図2のようになる。春繁殖のにない手は秋仔によってな

されるが，この秋仔は，春辮喧をしながら夏までには，

おおかた死亡してしまう。そのため，夏におけるエゾヤ

チネズミの構成は，当年生まれの春仔が大部分をしめ，

あとは秋仔の生き残りが，ほんのわずかいるにすぎな

い。ところが，この春仔も秋までには，どんどん死亡し

ていくが，生き残った個体は，秋繁殖を行ないながら冬

までには，ほとんどが死亡する。この秋繁殖のにない手

は，ほとんどが春仔によって行なわれる。秋繁殖で生ま

れた秋仔は，越冬して翌春に春繁殖を行なうのである。

このように，エゾヤチネズミの個体数変励は，春仔と

秋仔によってなされるが，それが大発生にまで発展する
かどうかは，春仔と秋仔の成長と繁殖のしかたによって

決まるのである。春繁殖で生まれた春仔は，春から秋に

かけて成長し，そして繁殖する。また，秋繁殖で生まれ

た秋仔は，秋から翌春にかけて成長し繁殖す?。
しかし，春仔と秋仔の成長と繁殖のしかたに，違いの

あることが指摘されている。

春仔は，食物が豊富で気候が温和なときに生活するの

で，成長が早く行なわれ，生後100日前後で繁殖活動に

はいるが，秋仔は食物や気候が悪くなる冬を経なければ

ならないので，成長がおそく，生後250日前後で繁殖活

動にはいる。しかし，一般的には，秋仔の方が，春仔よ

－－‐17－
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3．飼育実験の役割とその装置

エゾヤチネズミの大発生を予察するには，

春仔と秋仔の性質，つまり成長と繁殖につい

ての研究が必要になった。成長の段階で，ど

れくらいの個体が死亡し，繁殖できる個体が

どれほどあるかという問題を追求しなければ．

ならないのである｡

成長とか，繁殖とか，死亡とかという間魑

は，エゾヤチネズミの個体についての生まれ

てから死ぬまでの生理過程の追求であって，

それは，気象条件をはじめとした環境条件

が，いろいろと変化したとき，それに応じて

理が，どのように変化するかという問題の造

“】可

↑鵠

－－『”所一一+絶”+一一下叶実

掻

袖1斡
恥

■A

●

OQQ6Ipqd01qD■D＊｡，oQOp･G1009CU19qｬも＊pq制rQ9申0GDP9fqeDGDqOl0QBGGqQpDQ10WUT9QOl01

lw■1打”IJI“』if師8416足lJ8錨lIr岬

図－1野幌国有林におけるエゾヤチネズミの捕盤数の変動

Ｅ
（
『

ネズミの生理が，どのように変化するかという問題の追

求なのである。摂食する食物の量や質も変わるだろう

し，体内にはいった食物の消化率も変わるだろう。そう

するとネズミの栄養条件も変わり，それが成長と繁殖に

も影響するだろう。これらのことを研究するには，摂食

する食物の量と質，排泄される炭酸ガス，糞，尿を正確

に測定しなければならないが，このような測定は野外調

査では行なえない問題で，飼育実験によらなければなら‘

ないことがらである。

飼育実験をほんとうに有効なものにするには，実験用

の小さな飼育箱にエゾヤチネズミをいれたとき，そこで・

十分に繁殖できる装置にしなければならない。飼育実験

といえども，エゾヤチネズミの生活が完全に保障される

必要がある。生活するということは，ただ単に生きてい

るということではなく，そこで，自由に繁殖できるとい

うことが重要なのである。

エゾヤチネズミの生活を完全に保障した実験装置は，

1）休息，2）摂食，給水活動，3）回転輪による運動⑧

三つの要素をもって作りあげた。休息のための巣材はナ

イロン綿を使用したので，休息以外に活用されることが

なく，摂食も配合飼料によるため，嗜好による個体差が．

あらわれなく，しかも，いろいろな栄菱条件に調節する‘

ことができる。そして，飼育箱のなかでの休息，摂食，

給水活動以外の活動は回転輪に集中させた。こうしてエ

ゾヤチネズミの複雑な生活を三つの要素に単純化したた

めに，飼育実験における処理効果が，よりいっそう，は

っきりあらわれるようになった。

エゾヤチネズミが生まれてから死ぬ主での生理過程を

分析するには，飼育実験装置内での生活様式を知らなけ

ればならないが，それには実験装侭の三つの要素がどの

ように活用されているかを調べればよい。そのため，ま

ず般初に回転輪による活動を記録させる装置を考えた｡，

（21ページへ続く）

’
個
体
数

禄 ，里
毎Q

緯欲 ま

図－2エゾヤチネズミの個体数変動機描の模式図

りも多産の傾向にあるといわれている。春仔と秋仔の成

長と繁殖のしかたは，生活する環境の違いによるもので

あるが，このことは，年による環境条件の違いも，また

エゾヤチネズミの成長と繁殖に影響するのである。図2

に示したように，春繁殖をになう秋仔の個体数が，おな

じ値から出発したと仮定しても，秋仔の成長と繁殖が

Y1年とY2年との間に違いがあるとすれば，春仔の補充

はY1とY2のように，違ったものになる。これが，さら

に，春仔の成長と繁殖にもY,年とY2年との間に違いが

あれば,秋仔の補充はYlとY2のようになり，その差は

ますます大きなものになる。

図1に示した1959年の漸進的大発生は,1958年の春，

秋と，それに1959年の春の繁殖活動が連続して活発で

あったことによって，作られたものである。ところが，

1961年の秋から1963年の秋にかけては，それぞれの年

の春，秋の繁殖活動が連続して活発にならなかったため

に，一時的に捕准数が増えても，それが，さらに大きく

増えるということがなく，ここでは大発生にならなかっ

たのである。つまり，春仔と秋仔の成長と繁殖が，連続

して増える方向にあ．るときだけが，漸進的大発生を作る

条件になることを示しているのである。

《
』
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第15回林業技術賞受賞業績紹介

人工植栽困難な亜寒帯性地帯における

カンパ類の下種更新について

函館営林局・計画課研究グループ

まえがきが少ないが30.以下であれば更新障害とはならない。皆

気候の寒冷な多雪地帯，いわゆる年平均気温.5.8～伐後ササの除去での湿地化は，局部的にオオイタドリ・

4.1｡Cで海抜高が500～800mの高寒地帯では，ダケカオオブキなどの広葉大型草本が侵入してはえるため，伐

ン（を主とする広葉樹林の領域である。ダケカンバの更採後湿地化の所は前生樹を母樹帯として残存するか，更

新対象地域を決める目安として，温度の高さを示す温量新除外とすべきである。土壌条件は植生の発達を支配

指数（年間の月平均気温5.Cの各月から5.Cをひいたし，植生によって更新の良否が支配されて2次的に側

数字を加えたもの）があり，この指数は45～50.で各地く。しかし，更新後の林木成長に影響を与えるのはもち

域の示す海抜高は異なっている。北海道の主な地点の海ろんである。母樹は更新面の近傍にあることが更新の必

抜高別温量指数は表－1のとおりである。ダケカンバの須条件だが，もし母樹のない所では人工播種を考えなけ

通直材の生産は，人工植栽ではha当たり1万本以上のれぱならないが，母樹があって風当たりの強い所も同じ

本数がなければならず，天然下種によるのが合理的な方である。更新規模を決めるための種子の飛散距離の正確

法である。な把握は困難だが，主風向を配慮した母樹からの稚樹発

立地条件母樹があって，ミズバショウのような湿生本数および一定距離ごとに2次的飛散を防げるような

性植物のはえてない。落下種子が飛散してしまうような網張り方形箱を配職する種子落下量の実測結果より，安

風衝地でないことが更新地を決める要点である。更新の全性を加味した聯業的有効距離ば70m半径である。母

成否は，幼時の林床植生の状態が左右する。尾根筋は，樹は，単木・群状・帯状のいずれでも同じ考えである。

皆伐で地表が風衝面となるので20m幅程度の母樹帯～地栫えの方法と時期天然更新で母樹を残す場合，人

保謹帯として皆伐を避ける。北面の傾斜地は，陽光射入工造林で保謹樹を残す場合ともに，特に亜寒帯性針葉樹

表－1
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表－2

竹筋刈り残り
1

1

竹 葉・枝 根株幹
竹焼け残り分区表

一
地
一 (被覆100％）

0

’
’
１

掻起｜裸地｜被覆
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40％被種60％|被覆80％
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7.0 12．0
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化すると図－1のとおりで，採用の組承合わせは，その

時の事情とそれぞれの得失があって一概に決めること力遜

できない。跡処理を放置の場合は，前生のササ密度（㎡

当たり）がクマイザサで50本以下，チシマザサ10本以

下の低密度で，他の草本侵入の少ないと思われる所でな

ければならない。更新後の保育の手数を少なくする場合

は，除草剤→火入れ～かき起こしの方法が植生回復の面

から効果的である。刈り払いによる林床処理の場合は，

跡処理に除草剤を併用しない限り植生の回復が早い。跡

処理が火入れの場合は，母樹周辺は無処理で放置し適宜

防火線を作るなど，母樹の保護を図らなければならな

い。地栫えの時期を植物の側から検討すると1）処理後・

のササの回復2）種子の落下時期3）発芽種子の越冬の，

3点が挙げられ，1）は根の貯蔵養分が最小な成長の最

盛期は，北海道では7月中旬～8月中旬でササの回復ぱ

最小である。2）シラカンパが8月上，中旬・ダケカゾ

バは9月下旬から種子は落下を始める。当年の落下種子

の更新利用は，跡処理がかき起し・放侭などでは配感の，

必要はないが，火入れの場合は落下以前に実行されなけ

ればならない。なおあまり早期の処理は，落下時に植生．

回復で発芽・成長を困難にする結果となる。3）地栫え

の遅れた場合に問題となり，一般的に早い落下種子は年

内に発芽するが，これを更新樹として期待するならば発

芽当初は寒さの抵抗性がないので，冬芽の形成される大

きさ3cm以上を木質化の目安として安全である。以上

の3項を地栫え方法との組み合わせで事業実行をしなげ

刈り払われないもの

刈り払われた率（株について）89.6％

林帯では伐採時から次の更新を考えるように，ダケカツ

バ更新の母樹の残し方は林相。地形・施薬方法・母樹の

発生状況などによって，有効飛散距離を韮準としだ局所

に合った残し方を決定しなければならない。本来の地栫

えはササ型を前提とすれば，種子落下前に種子が接地す

るような地表状態に処理することが要点である。地表状

態と稚樹発生の関係は表－2のとおり。地栫えを模式図

（跡処理）

入れ
／全面

き起し
、筋寄せ
瞳

（前処理）

手刈

図－1除草剤処

機械刈
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表－3

耐薙發 0125150163167（％）

鰯霞i遮遮|．ゞ種子 1.,0cm

1年目0.5-11.0｡0.5-4.510.5-5.50.5-3.510.5~2.5

稚樹瀞13.3122.7120.017.016.7

言墓盲I敷讓繍
i螺|謡，罰薊剛芳無庇蔭

表－41回刈り払われたもの

刈り払われた率（株について）71.6％
－一

株の本数
’|嫌の釧轍

’ ’

平均成長平均成長 一
「株別の占める割合 株別の占める割合

－

蝿瀦'4髄れ|全体I繰瀦'鰹贈れ'全体 ”~…|"…．.~……“|鯉
’本:の12株(12本)41.3%
2〃11〃（22〃）37．9〃

3〃2〃（6〃）6．9〃

28.6cm2860cm28.1cm4"1"(塾〃)3．5"33

5〃2〃（10〃）6．9〃

6〃1〃（6〃）3;5〃

計29〃（60〃）

？

1本の’113株(113本)46.5％
もの

2〃43〃（86〃）17．7〃

3〃41〃(123〃）16．9〃

4〃24〃（96〃）9．9〃

5〃16〃（80〃）6．6〃

6〃3〃（18〃）1．2〃

7〃2〃（14〃）0．8〃‘

8〃1〃（8〃）0．4〃

｜計243〃(538〃）

1

，
Ocm161.4cm59.3cm

１
１

ｌ
ｉ

（註）1．岩内営林署管内での結果で，繰り返し刈り払いのものはチシマザサ優占植生で海抜高530m,1回払いのものは
S36天1更新地で海抜商600mである。
2．繰り返し刈り払われたところは,S34秋植えのトドマツ造林不成縦地でj侵入カンパ類について調べた。

術考侵入カンパ類はトドマツ植栽の翌春以降3カ年に発生したもので,下刈りの回数は6回である。1回刈りと繰り返し
刈りを比較すると，刈り払い後の成育形態催繰り返し刈りのもわい生で，平均伸長量ほ1回刈りの半分にも満たない。
なお伸長量を刈り払われたもの，刈り払われないものの別に見ると，繰り返し刈りでは刈り払われないものがわずか
によく1回刈りでは刈り払われたものが刈り払われないものの1.8倍の伸長量で明らかによいことが比較された。
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れぱならない。
I た。下刈りを除草剤で代行する場合は，下草を最も抑制

し稚樹の成長に支障ない6～7月が適期で，ササは根枯

しとなるので時期を選ばない散布も可能である。

人工下種カンパ類の天然更新の地栫えは結実年に

うまく合わせて実行されなければならないが，事業のつ

ごうで実行できない場合は人工下種による。また更新面

に母樹のない場合も同様である。地栫え・稚樹発生後の

保育は天然更新と同様であるが，下種時期は自然に合わ

せて降雪前に実行されなければならない。翌春に発芽さ

せる場合は9月以降，年内に発芽させる場合には7月下

旬～8月下旬が適当である。北海道のように梅雨期な

く，むしろ乾燥期の来るような所では春に下種しても早

急な発芽更新は期待できず，かえって雑草類の繁茂でい

たづらに保育を多くする結果となる。下種には天然更新

と同手法の全面下種と播種造林に当たる坪まきがある。

坪まきで特に重要なことば耕転の播種床をまき付け後，

かなりの力で鎮圧することで，これは種子の発芽を早め

るために効果的である。また伐採年が結実年と不一致の

時は，強いて人工下種によらず母樹を計画のとおり残し

て伐採を先行し，下種のための地栫えを結実年に合わせ

ることも考えられる。

おわりに

今後究明すべき問題点あるも，現時点における施業指

針として，新しい生産基盤の糸口となることを期待し

て。なお，本報告の調査・資料収集に当たってご指導と

協力をいただいた，林業試験場北海道支場・局造林課・

倶知安，岩内の両営林署の関係者と，さらに最終的まと

めに当たられた林業試験場中野実企画科長に心から感謝

の意を表する次第です。（文蛍中西浩治）

保育の方法と時期稚樹発生初期の更新地における下

刈りは，生育を促すことのほかに，本数密度を高める更

新補整の目的をも共有するものである。したがって，下

刈りなどの保育ば下草類の侵入状態と稚樹発生状態（更

新状態）との関連において取り進められなければならな

い。きわめて陽性なカンパ類の耐蔭性の下限はおおよそ

相対照度で70％であるから，林床を他の草本でおおわ

れ稚樹にあたる明るさがそれ以下であるならば発芽はす

るが，その後の成長はほとんど期待できない。陽光庇蔭

と稚樹発生および成長の関係は表－3のとおりである。

したがって，侵入草本による被蔭が30％以下であれば

下刈りの必要はないが，30％以上の被蔭のある明るさで

は当然下刈りが必要となる。なお相対照度の測定にほ，

露出計の使用が携便である。下刈りの方法は，造林地の

植栽木選択的に残す方法はとれないので，地栫えのよう

に全面を稚樹を含めて刈り払うのがよい。調査で春に見

かけた兎にかじられたカンパが，秋にはかじられないも

のより大きく伸びてたのが印象的に残っている。このよ

うにカンパ類は萠芽力が強く，特に剪断による幼時の萠

芽は|圧盛である。なお稚樹の刈り払いと成長の関係は

表－4のとおりで，発生1年目は稚樹の樹高も低いので

刈り高を10cm上げることで，稚樹は刈り払われること

なく上層被蔭物を取り除くことができる。第2～第3年

目の下刈りでは稚樹は当然下刈りとともに刈り払われる

が，その時期が適当であるならば萠芽によってふたたび

成長を続ける。ただし下刈りに労力的な省力を考えるな

らば除草剤の使用も有効で，特に地栫え処理が刈り払

い・かき起こしのような場合には，下刈りの除草剤使用

はより効果的である。使用の除草剤は必ず塩素系のもの

で,ha当たり散布量は100kg以下であるが，木本類に

選択的効果なく稚樹にまったく薬害を与えない。また経

営方針によっては適宜筋刈りなどを取り入れる方法もあ

りJQ特にカンパ類を先駆樹（保談樹）として更新後5～

8年目に刈り残された筋にトドマツ・エゾマツなどの針

葉樹を人工植栽する場合に多く採用されるべきである。

下刈り時期ほ林床植生で異なり，適期判断は植生回復が

重点ではなく，稚樹切断後の萠芽の良否によって決定さ

れ，草本型は5月下旬～6月下旬が適期で，ササ型は四

季の被蔭程度がほぼ一定なので萠芽力の弱い7～9月を

避けることである。実験では7月中旬以降に切断のもの

わずかに萠芽で，ほとんど枯損となるが，それ以前のも

のはふたたび旺盛な成長を続行する。特に5月下旬以前

の切断のものは被蔭・切断のないものと変わらない樹

高，あるいはそれ以上の樹高にまで達する結果であっ

、
1－‐

一
一

生

（18ページより続く）

装置の特徴は回転輪による活動時間と，その量が記録で

きることである。次に摂食活動の記録装置を考えた。こ

の装置も摂食時間と，その量が記録できるようになって

いる。こうして，摂食と回転輪による活動を記録するこ

とによって，エゾヤチネズミの生理過程を，いろいろな

環境条件に対応させて分析することができる。
むすび

飼育実験装置は完成して間もないので，本格的なエゾ

ヤチネズミの生理過程の研究もこれからである。個体の

成長と繁殖の法則性をつかむことにより，今後，大発生

を予察するとき，その精度は一層高められることになる
だろう。

、
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青森営林局管内土壌調査図の完成

山田耕一郎

(青森営林局・計画課）

土壌調査が土壌形態学的考え方をとり入れ，土壌層断

面調査を主体に調査が進められるようになって，急激に

進展していったことは周知のところであります。

わたくしは昭和22年復員してまもなく，上司の指示

もありまして，新しく始められた国有林土壊調査に従事

することができました。もとより専門的知識も学識もな

いわたくしにはまったく未知の仕事でわからないことの

桑でした。それでも，それまで，ヒバ天然林の調査に従

事していて，バイセクト調査や林型調査を手伝いしてい

るうちに土壊層断面や地形や地域，斜面の向きによって

森林の婆が違うということなどについて非常に興味を感

じておりましたので，始めのうちは夢中で地形と土壌断

面の相遮ということについて調査して歩きました。幸い

に当時すでに土壌形態学的見方で土壊を調査されていた

現林試東北支場山谷博士が主査をしておられましたの

で，ご教示をうけ，調査は津軽・下北のヒバ林地帯から

始められ，その成果は大いに上りました。

そのうちに中央では大政博士を中心に，現在のような

土城型の分類大系をたてられ，それを定め，調査方法に

も一つの全国的に統一したものができ上って調査は本格

的に行なわれるようになりました。

それで，林野庁では昭和30年から土壌調査第1期計

画として土壌分布調査に力を注ぐ事業として強力に進め

る方針をたてました。

青森営林局では昭和31年から調査員の増員も行なわ

れ年次計画は順調に進められていきました。この第1期

計画は当時の経営計画で皆伐用材林施業図が調査対象地

域で，管内対象面積を10カ年計画で土壌分布図を作る

というものでありましたが，われわれは広い地域の一部

分を詳細に調査することができたとしてもその部分が全

体の中でどのような立地的環境にあるのかを理解してお

かなければ，ややもすれば誤りをおこす危険があり，わ

れわれが描く土壌図はまず経営計画の立案というプロジ

ィクトスタッフに役立つものにしたいという考え方か

ら，しかも限られた時間の中での調査では，施業の最小

単位（林班）の土壌分布傾向をまず明らかにすべきだと

いうことで，一部交通の不便な奥地林を除いて，できる

だけ事業区全域にわたる調査を進めていきました。その

ａ
《

結果，青森営林局管内地域面積92万haのうち4万ha

を除いて昭和39年一応土壌図を完成させることができ

たわけです。

この土壌図は全管内1/20,000の縮尺で作図されてい

ますが，始めのころは正確な基図になる地形図もなく，

一時は市販の1/50,000地形図を引き伸して基図とした

り,地域の高所に登り，水平写真やスケッチをくり返し

て地ぽう図を作り，土壌の分布と地形の広がりについて

大変苦労して作図しました。しかし，まもなく空中写真

がわれわれの手にも入るようになり，自ら図化した地勢

線図によって，地形のシワがよく表現できるようになり

ました。主して，空中写真から図化された地形図ができ

るようになって，いっそうその描写は容易となったこと

はいうまでもありません。

このようにして作られた土壌図は現在印刷計画に従っ

て逐次印刷され多方面に利用されつつあるところです

が，次にその分布の概要について述べることにします。

青森営林局管内に現われている土壌群は，褐色森林

土，ポドゾル，黒色士，赤色土，グライ，未熟土などで

すが，これらに属している土壌型は50型余に分類され

ますが，その分布割合は褐色森林土53.8％，ポドゾル

17.6％，黒色土19.2％，その他9.4％となっており，

水平的分布をながめて見ると，下北・津軽半島や雫右盆

地から南部地域のように乾性ポドゾルと褐色森林土が細
かく開析された地形に応じて，細かいパターンを描いて

いる地域，奥羽山脈の大部分を占める八甲田，十和田地

域，八幡平地域，焼石，順川岳地域，蔵王地域という未

開析台地や山ろく地形を有する火山地形では高所に湿性

ポドゾルが広く分布し，乾性ポドゾルや褐色森林土の分

布するわずかな推移帯を経て，黒色土の広い分布地域を

もつ地域，あるいぼ，北上山系北部や南部のように，黒

色土や乾性ポドゾルが主体になって分布している地域

や，夏泊半島や，北上川沿いの丘陵地帯のように，黒色

土や褐色森林士赤黄褐色型が主として分布している地域

‐

ワ
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など，それぞれの地形的特徴に応じて土壌も特徴的な分

布を示しております。垂直的分布傾向を見ますと津軽．

下北半島では，海抜高200m前後の安定した地形面にヒ

バ林がもっともよく生育しており，ほとんど乾性ポドゾ

ルであり，350～400mでブナ林下に現われる乾性ポド

ゾルが見られ，そのほかの地域では，650～750mでブナ

林下の乾性ポドゾルが，さらに850m以上になると湿性

ポドゾルが，さらに900m以上になるとアオモリトドマ

ツ林下の湿性ポドゾルが普遍的に分布する地域になる。

褐色森林土赤黄褐色型は青森県特に津軽．下北半島では

100～200m以下，そのほかの地域では500m以下，、ヒ

バ林の乾性ポドゾルは岩手県や宮域県へいくと400m前

後であることなどがわかりました。

これらの分布傾向は各種の事業計画立案に役立ってお

りますが,特に,垂直的分布と土壌型を組承合わせて適地

適木判定の資料にしております。すなわち，津軽．下北

半島での海抜200mやその他の地域の500mはアカマツ

林造成の上部限界としており，津軽・下北半島の400m,

そのほかの地域の約800mは人工造林可能上部限界の目

安としている，などであり，各土壌型はそれぞれ生産能

力を加味した適木の選定の目安となっております。

近年林野庁では立地級調査の一環として地位指数調査

を始めて’経営計画の基礎資料とすることにしています

が，少ない外業日数と人員でかなり詳細な調査を要求さ

れているので，いきおい，既存資料の有効な利用がせま

られております。そのような観点からわたくしは，土壌

図と空中写真より図化された地形図を用いて，地位指数

図を作り，それを現地チェックして，詳細な地位級図を

作成し，経営計画の基礎資料として使用していただいて

おります。

また，43年度完成事業で経済企画庁の委託調査事業の

青森県土地分級図作成を青森県でやりましたが，その時

にも国有林土壌図がこの仕事を完成させるに非常に役立

ったことはいうまでもありません。

この仕聯は広域にわたる地域開発計画の資料とするも

ので’まず青森県全域の1/200,000土壌図を作り，それ

をもとにして現在利用種を考えない土壌生産力の比較に

よってつけた等級によって,土壌生産力可能性分級をし，

さらに気候区分や,海抜高区分や，傾斜区分などをかけ

合わせて土地利用可能性分級を8等級に分けて表現する

ことになっているものです。

このような仕事を進めてまいりますと，これまでやや

もすれば，勘によって行なわれていた地域開発計画が，

直然的環境条件の認識をふまえて，適切な諸施策ができ

るようになるということでありまし襲う。

』

さて，土壌調査は戦後，全国的に進められ各局とも立

派な成果があがっております。そして，今や現場の人女

にまで土壌型という言葉は浸透しておりますが，何とい

いましても土壌は掘って翠なければどうにもならない地

下部のことですので，考え方や符号についてはかなり普

及しているが，その土壌断面のもっているいろいろな真

実，あるいは謎というものまではなかなかわからない，

というのが現状ではないでしょうか。その意味におい

て，これからが本当の土壌調査ができると思うし，やら

ねばならないと思います。

しっかりした大地の性状を認識した上での森林の施業

といいますか，地上部と同じ綿密さで地下部も見つめて

こそ，よりよい森林ができ上ってゆくものと考えます。

また，わたくしたちの近辺も近年非常に便利になって

まいりました。特に交通機関の発達は目ざましく，あと

幾年もなく，青森一東京間がわずか4時間すなわち現在

の仙台一東京間という時間的範囲に入るとか聞きます。

それはわたくしたちの生活にどれほどありがたいことか

知れません。しかし，わたくしはここで一つの心配があ

るわけです。確かに，時間的距離感が短縮されましょう

が自然的立地環境は今と変わりないと思います。雪降る

青森は青森でしかないので，ややもすれば気候的に恵ま

れた南の方の自然藻境とあたかも自然環境までが近くな

ったような錯覚をおこし，誤りをすることはないだろう

かという不安であります。

そこでわたくしは，今よりさらに自然環境を正確に認

識する技術というものを皆が養う必要があると思います

し，林業技術とは一朝一夕にして身につくものではなく

幾度か失敗し，数多く体験し，一つ一つの技術の私砕重

ねこそ大切であろうかと思うものでありますも

般後になりまして大変恐縮ですが，この事業の完成は

決してわたくし一人でできたものではなく，ご理解ある

青森営林局上司の方灸のご支援，ご指導，林業試験場土

壊鯛査部の諸先生方のご教示，この仕頚にご協力下さい

ました諸先雛や同僚の方査があったれぱこそで，わたく

しはただ20余年の間同じ職場に勤めえたというにすぎ

ないのであります。この席を借りまして，皆様方に厚く

お礼申し上げるとともに今後とも，この種の仕事の前向

きな発展と推進に微力を尽しますことをお約束したいと

思いますのでよろしくお願い致し菫す｡

☆ ☆ ☆
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森林調査への空中写真の利用

一特にその自動計測化への研究について一

P耳…“三一穴＝~＝〆〆”毎口＝ﾆﾀﾛ釘ターーヰコ垂ロタゴ〆卸■”″”””ロタロ…“”口唖師 r‐＝■”＝”ー~~々＝~輿
~辛”亜~‐~＝~＝ニローー亜唾幸巨〆〆卓タター~

長 正道

（九州大学農学部）
1．はじめに

森林調査，特に蓄職，成長量などの森林計測に対し空

中写真を用いる場合，いろいろの問題点がある。たとえ

ば写真搬影の時期，スケール，搬影器材，感光材料など

のほか，写された写真の引伸率，判読器材，判読者の経

験や熟練度などによってその測定精度Iま変わってくる。

これらの問題点を解決し，測定精度の安定と向上および

その能率化を図ることが空中写真利用のもっとも大きな

課題といえよう。

わたくしはいままでに各種の森林調査，サンプリング

調査に従事してきた。そしてとくに地形急峻な山岳天然

生林の大面積蓄菰調査を数次にわたり実施してきた経験

から，その場所と目的によっては空中写真による森林調

査がもっとも効率的かつ適切な方法であることを痛感す

るにいたった。以来，各種森林調査法の研究とあわせ空

中写真の研究に職極的にとりくんできた。しかし，蓄

積，成長麓をはじめ各種森林調査への空中写真の利用は

現在すでに一般化されており，多くの実地研究業績など

の報告も認められるので，ここでは写真濃度測定による

空中写真からの蓄溌推定法ならびにその自動計測化に関

する問題にしぼりたいと思う。

2．写真濃度測定による蓄積の推定

写真濃度測定による蓄稜推定のもっとも大きな目的は

その能率化と推定精度の安定，向上化にある。すなわち

写真の判読測定はその場所（森林）や写真の種類などと

あわせ，判読者間による糖度の変動，差異が大きな問題

となる。したがってこれを客観的，科学的に測定し，つ

ねにその精度を安定させかつ向上させるため，写真濃度

の計測による蓄蔵推定のための種食の実験研究を試象て

きた。

1）写真濃度に関する基礎的実験

写真機度測定による蓄積推定の研究に先だち，濃度測

定装腫の各種ケージの組象合わせによる波形の性質，波

形が示す各樹種の特長などの実験とあわせ，色調板，球

形，樹冠模型などによる各種の基礎実験を行なった。そ

の結果，測定装侭，直流増幅器，記録計各部の最適組糸

合わせケージを決定し，また基礎実験では波形の高さは

色調コントラストによること，周期すなわち波形の幅は

樹冠の大きさにきわめてよく対応することなど，いくつ

かの基礎的問題を確かめえた。

2）写真濃度波形と樹種の関係

以上の基礎実験から，波形の濃度，ピークの頻度，形

状などが樹種の特長をよく現わしていることに着目し，

まず濃度と樹種の関係を明らかにすべく次の実験を試み

た。

すなわち，スギ，ヒノキ，マツ，広葉樹について，ま

ず濃度にどの程度の特長があるかを検討するため，波形

の上，下のピークごとに一連番号を付し各樹種ごとにそ

の値を読象とり，分散分析により各樹種間の有意差検定

を行なったところ高度の有意差を示した。すなわち波形

濃度は各樹種によりきわめて顕著であることがわかっ

た。またそれぞれ淡度の平均値はスギ82，ヒノキ72，

マツ68，広葉樹76で,t一検定による各平均値間の有

意差検定でも明らかな差異が承られた。

ついでその形状を単峰，複峰，3峰，多峰の4種類に

分類し,各樹種について形状による特長の有無をX2検定

により検討したところ，その形状においても高度の有意

差が認められ，スギ，ヒノキは単～複峰，マツ単峰，広

葉樹複～多峰の各特性が承られた。

以上の結果から，樹種の識別は波形濃度，平均濃度，

形状のいずれの濃度計測によっても可能であることが確

認された。

なお，第1図(a,b)は樹種の計測に用いた写真濃度

波形グラフの一部（スギ，マツ）を示したものである。

3）写真濃度波形と材積の関係

材積の場合，計測波形濃度，相対濃度などと材積では

相関が低く回帰式は成立しなかった。そこで材積との対

応性が考えられる各種の要因について種々の実験，検討

を試承た結果，平均波形基部幅，ピーク個数とプロット

材積とがよく対応することを把握した。

すなわち，平均波形基部幅(mm),ピーク個数をそれ

ぞれ独立変数X1,Xgとし，プロット.材積yを従属変数

Ｈ
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第1図写真濃度波形グラフ（横軸：濃度波形長，縦軸:'/10で標示した濃度波形値）

(a)スギ(b)マツ
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換算Lそて行なった。また独立変数は波形基部幅の象を用

いた。

その結果p0.01haプロット当たり材積回帰式

y=4.1014+1.7184(x-3.4029)

を得，また相関係数r]標準誤差SEIx

20.4833

r＝､/1，刃痂荒漏蒻ず=0.75
SE=、/0.062ISI~=:t0.2499m3

となり，全面積92.54haに対する95%確率での推定材

積は0.01haプロット当たり平均材積3.9371m3から

92.54×(393.71土2×24.99）

＝36433.92ms±4625.15m3

またその誤差率は12.69％となった。なお，これについ

てはさらに多くのデータによる実験，研究とあわせ，精

度の向上化に対し若干の検討を必要とするも，大面積森

林に対する蓄秋推定の一応の方式を確立し得たと考え

る。

3．自動計測化への指向

濃度測定による蓄稜推定方式の確立，精度の安定と向

上化などに対する実用化のための以上の実験研究とあわ

せ，蓄積推定の迅速，高能率化の問題としていま一つ自

動計測化がある。この課題に対しては新しく設置したユ

ニバーサルカウンター,A-D変換器の各装置により，

現在次のような実験研究をすすめており，その成果を得

つつある。

1）濃度波形本数の計測

写真濃度測定装置とユニバーサルカウンター(TR-

5745）を連結させ，前項の実地調査線スギ林データに基

づき，計測機度波形のピーク個数をユニパーサルカウン

ターの周波数計測によって自動的にカウントさせた結

果，その回帰式は全体で

y=5.320+0.508x

ただしX:周波数計測本数

y:波形グラフ実本数

02‘681012141618”

第2図濃度波形側断面積とプロット材積の関係勘
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として51年生スギ林のデータに対し回帰係数算出のた

めの般小二乗法計鯨を行ない

y=-0.577+0.741x,+0199x2

を得，その分散分析は常数項では高度の有意差をjX11

X2の項でも有意性が認められ,濃度波形測定による材積

推定の可能性が見出された。ちな象に回帰式の標準誤差

SEは

SE=､/0,07225=±0.269m3

となり，プロット平均材積2.193m@に対し12.3%の

誤差率を示した。

4）大面談森林材積の推定

大面稜森林に対してはできるだけ多くの大標本をと

り，波形基部幅，ピーク平均個数および各ストリップ間

の分散を求める，いわゆる二重抽出方式による蓄積推定

力;もっとも望ましいと考えられる。

したがって本例ではこの方式により宮崎県えびの営林

署管内黒鹿国有林スギ，ヒノキ，マツ林分，面積92.54

haに対し濃度測定のための大標本（ストリップ)7本を

とり，この中から実地調査線として3本をえらび，実証

的に蓄積の推定を試承た。なお1測線は幅4m×長さ

130～150m,これを50mごとに区切り1プ臣ツト(0.02

ha)とし，合計89プロット，計算上はこれを0､O1haに

ー

●
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4．濃度測定に対する問題点と今後の研究課題

以上の実験研究の成果から，写真濃度測定による一応

の蓄積推定方式とその可能性が見い出された。しかしそ

の実用化に対してはなおいくつかの問題点がある。特に

写真撮影条件（撮影の時期，時間，場所など）の相異に

よる濃度変動の消去，つまり写真濃度レベルの基準化，

複雑な森林の地形，太陽光線の方向（向日面，背日面な

ど)に基づく濃度計測線(写真走査線)方向の決定,林
分構成，なかんづく裸地，若'陥造林地などの未成林地に

諦ける濃度変動の問題等を，濃度計測上解決しなければ

ならない基本的問題が残っている。これらについては今

後の研究課題として模型実験，実地調査，データ実験な

どによりさらに実証的実験研究を重ねていくつもりであ

る。また自動計測化における精度の向上，安定とあわ

せ，電子計算機との組み合わせによる一層の能率化をも

企図している。

おわりに，本研究に対し種々の調査研究実験にご指導

いただいた九州大学，井上由扶教授，木梨謙吉教授，関

屋雄偉助教授，実験研究にご協力いただいた大学院，常

岡雅美氏，他森林経理学教室員各位，森林調査ならびに

写真濃度測定について終始ご指導とご助言をいただいた

林業試験場，西沢正久，中島巌両氏，他関係者各位，空

中写真に対する最初の手ほどきをいただいた熊本営林局

計画課宮崎博之氏，濃度測定装置に対する各種基礎実験

にご助言いただいた応用電気研究所関係者各位，実地調

査に種糞の便宜を供与された熊本営林局，同えびの，小

林，人吉，都城各営林署，九大粕屋，宮崎両演習林の関

係者各位に対し，ここに厚くお礼申し上げ，あわせて今

後のご指導，ご鞭燵をお願いし，今回の林業技術奨励賞

受賞の名誉に恥じることのないよう，なお一層研究をす

すめていくつもりである。

となり，その相関係数rは0.786と高い相関を示し，一

応その可能性を得た。しかしこれについてはさらに各樹

種によるデータ実験とあわせ，周波数計測のため各種テ

ストによる適正ケージの決定を行なう必要がある。

2〕林分側断面積の計測

濃度波形は樹冠の頂点がもっとも明るく下部は暗くな

る。ついで隣接木の樹冠頂にいたりふたたび明るくなる

という波形を呈する。この波形の側断面積を一応林分側

断面積(Standprofile)と象たて，これと材積との対応

性について各種の予備テストを試承た結果，一応の対応

性が確められた。そこでこの濃度波形側断面積をA－D

変換器により測定させ，材積推定のための自動計測化の

試験として次の実験を行なった。

すなわち，林齢50年のスギ，ヒノキ林に対し5mX

20m(0.01ha)のプロット43個を鵬度計測線として現

地調査し，同計測線をA－D変換器(TR-42C14)によ

り面積計測させ，前記ユニバーサルカウンターと連結し

てこれを自動積算させた。

これにより回帰式

logy=0.4605+0.0278x

(SE=jg0.0838)

を得，その分散分析は常数項については高度の有意差を

示し,Xの項も有意に現われた。また相関係数rは0.71

となった。この結果から，一応濃度波形側断面積による

材積推定の可能性とその方式を見い出しえたものと考え

る。ただしこの問題については林分側断面積の関連性と

あわせ，樹種，林齢，疎密度，地形などの諸要因との組

象合わせを含め，今後さらに多くのデータに基づき実証

的実験研究を重ねていくつもりである。

なお第2図は濃度波形側断面積とプロット材積の関係

をグラフに示したものである。

Ｈ
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会員の皆様の投稿を募ります。下記の要領により振ってご寄稿下さい。会員

の投稿によって誌面が賑うことを期待しております。

1園技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表。自らためし，研究したり，調査したり，実行した結果をわか
りやすく他の会員に紹介する目的で，要点だけをできるだけ簡単に書いて下さい。複雑な図や表はなるべく
省いて下さい。 〔400字詰原稿用紙15枚以内（刷り上がり3ページ以内)〕
函林政や技術振興に関する意見，要望，その他林業の発展に寄与するご意見，本会運営に関すること，会誌に
ついての意見，日常業務にたずさわっての感想などなんでも結構です。

〔400字詰原稿用紙10枚（刷り上がり2ページ)〕
口上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。
口図，表，写真などを入れる場合は，上記内の制限字数から一枚について400字づつ減らしてお書き下さい。
口原稿には，住所，氏名および職名（または勤務先）を明記して下さい。
口原稿の採否，掲戦の時期については，編集室にお任せ下さい。長すぎる原稿は紙面の関係で掲戦できません
ので，お返しするか，圧縮することがあるかもしれませんから，ご了承下さい。
ロ掲載の分には，薄謝を贈呈いたします。
口送り先東京都千代田区六番町7郵便番号〔102〕日本林業技術協会編集室
岸令一一一一も一
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草下正夫

(林試・造林部）

2カ年林業

国有林の人事では，局長から署長まで平均在職2カ年

というのが常識化している。どんなに有能で頭のよい人

でも，新任地の管内事情がよくわかり，事業のやり方に

ついて指導性を発揮しようとするには，少なくとも1カ

年ぐらいは見なければなるまい。そこではじめて予算案

に自己の実行方針をもりこんだとする。幸いにその予算

案が認められたとしても，その実行は3年目になってし

まう。もう責任者は次代の人になってしまっているので

ある。こうした状態ではどんなに国有林の経営改善に意

欲をもやしている人でも，はりあいがなくて，結局2カ

年の在任期間を大過なくすごせればよいという気持ちに

ならざるをえない。

1日東京営林局のS氏,K氏がそろって筆者のところ

へやって来ていうことに，前年同局で，造林意欲を刺激

し，造林成果の向上をはかるために，造林地コンクール

（植栽後5～6年生のものを対象とした）を催して,評点

をつけて優秀と承られたものを表彰した。ところがこれ

が営林署側で大変評判が悪かった｡･一つは立地条件の異

なる各署をならべて行なわれる評点というものが，営林

署側の造林推行の努力のほどと一致しないという，この

種のコンクールでの最も根本的な問題である。いま一つ

は，その出品造林地の造林が行なわれたころとは署長，

経営課長，はては担当区までも人が替わってし童ってい

る。だから入賞したからといって自分らの功絞とは思え

ないから，心から喜ぶ気にはなれないし，また逆に悪い

評点をもらった方も自分らの責任ではないという気楽さ

があって，到底磯り上りのあるコンクールにはなりえな

いという点にある。この方は明らかにめまぐるしいほど

のたらいまわし的転勤のゆえにである。それを是認して

かかると，植栽後1年ぐらいの造林地を対象とした造林

＝ンクール－なんのことはない，まずは活着率コック

－ルのごときもの－しか成りたたないことになる。

コンクールが成りたたなくても，それは事業そのもの

ではないから，それほど気にすることはない。問題はZ

力年という限定された黄任のあり方で，扱われる造林木

自体の方にある。まるで厄介者扱いされて親戚中をたら

いまわしにされた孤児の境涯に似ている。このことは造

林以外のすべての事業についてもいえるであろう。

局長以上になった人が2カ年ぐらいで後進に椅子をゆ

ずるというのは，やむをえないことであろう。しかし環

場の指揮官である署長までも2カ年前後で動かさねばな

らぬ理由はいったい何かという命題は，筆者にほほとん

ど理解することができない。各営林局に1カ所ぐらい大

変辺鄙なところにある営林署があって，誰しも長くとど

霞ることを望まないとすれば，そういう署に限って2カ

年ぐらいで交替しても，まあ人情味からいえば，やむを

えないかもしれない。長く同じ署にいると地元の人らと

心安くなりすぎて，何かと仕事がやりにくくなるなどと

いうことが，もし理由の一つなら，部下の経営的良心を

疑うことはなはだしいもので，まったくあきれる外ばな

い。また，上局の幹部が自分自身も約2カ年の任期を自一

認しているので，在任期間中に一回ぐらい大異動を発令

して自分たちの権威を如実に示そうなどというなら，そ

ればもっての外の所業といわねばなるまい。

こうして考えてくると，2カ年ぐらいで，異動させな・

ければならぬ理由は，特別な事情一たとえば局へ異動

した穴をうめるとか，自ら退職した人の後任とか，いか‘

にも生活上困難を感ずるような僻地であるとか－があ

る場合を除いではまったくないといえるのではなかろう

か。

しかも転任させられるほうも，小中学生などの子供ら

が少し新しい学校に慣れて，友達もできたころに，また

新任地の学校に転校させられるという憂目を見るし，妻

君だって新しい土地での生活に横れるには，少なくとも

半年以上はかかるし，いかに憤れているとはいえ引越し

が頻繁におこるのは有難いことではない。

自分が植えた木を一生を通じて見守るようなことは，

民有林の経営者しかできないことで，お役所経営には望

承えないことだが，せめて橘いた種が山に植えられるま

で，あるいば植えた木が草丈をぬけでるまで，すなオコ

ち，数年間ぐらいは同じ署に在勤するような方式に改め

ることができないものであろうか。

× × ×
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に行なわせて，労働力を省力化するとともに，森林から

林木と肉用牛の生産を合わせて行ない森林の総生産力の

増大を図ろうとするものです。

ともすれば国有林で肉用牛を飼装することがただちに

「牛肉の生産」にあるかのように印象づけられているよ

うですが，事実は肉用牛の放牧によっていかに立派な森

林を造成するかという実験事業であり，ちょうど下刈り

をするために刈払機や，薬剤が開発せられたように，育

林目的のために肉用牛を手段化し，それがさらに子牛の

生産にもつながるわけで，これこそ森林の高度利用につ

ながるものと考えます。

このために，林莱経営の面からは，森林の実態なり，

林業の本質が~|~分に理解せられ，森林生態なり植生の基

礎的な素燕を備えていることなどが要諦されますが，反

面，肉用牛飼諜の面からは，従来の1頭ごとの舎飼いと

異なり，いまだ例のない森林内の多頭放牧飼菱管理であ

り，おまけに子取り生産まで行なうわけですから，肉用

牛の生理衛生なり，科学的な畜産経営技術の素養が要請

されるわけで，林業，畜産ともに，現代の大きな問題点

を同時に組み合わせて，技術開発を行なってゆくという

ところが，実は容易ならざる試象であるといっても過言

ではないと考えるのです。

@)国有林野事業と肉用牛の生産育成多頭放牧飼養と

の調整とはどういうことか

（ア）標準的肉用牛（体重約450kg)は1日にその体

重の8～10％(40～50kg)の生草を刈り取るように食い
ら

ちぎる「刈払機」の働きをします。

（イ）実験観察によれば標準的肉用牛は1日平均3～

8kmを歩行していますが"$蹄が二つに割れているため

によく地表を撹乱し，踏圧し，耕転することのできる4

本の足は「緋転機」の働きをします。

（ウ）標準的肉用牛の焚尿排泄避は1年間に糞・7,864

kg,尿3,068kg,計10,932kgといわれていますが，

これを尿素，熔成燐肥および塩化カリの時価に換算しま

すと，9,415門と計算されます。これを「林地施肥およ

び散布機」の働きと考えられます。

以上これらの三つの機能をすぐれた｢有機的育林機械」

と考えて,これを国有林野事業という広い範囲において，

伐採，造林などの森林施業，草生造林あるいは苗畑事業

などの各種事業と（ア）どのような立地条件に，（イ）ど

のような時期に,（ウ)『どのような方法で,（エ）どの程度

に組み合わせるか，という事を実験しようというのが，

この実験事業の林業サイドからの主目的なので灸

この事業の実施に当たっては，畜産局からは，実験牧

場長の派遣協力を得ているほか，畜産技術に関して大き
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まえがき

44年度国有林野蛎業の推進に当たって朧’最近の国有

林をめぐる諸情勢の変化に対応しつつ，長期的な収支展

望にたって，森林内容の充実，経営の刷新および技術の

1向上開発，労働力対策，治山事業の拡充と森林災害の防

止，国有林野の高度利用などが重点施策としてとりあげ

・られていますが，肉用牛生産育成実験恵業につきまして

も，森林に対する諸要諦に対処するため42年度から開設

･している4実験牧場に加えて，新しく実験牧場を増設し

-ましたので，その概要をご参考までに申し述べさせてい

ただきます。

（1）肉用牛生産育成実験事業の目的

実験事業は，国有林野において国有林野事業と肉用牛

‘の生産育成事業との調整を図りつつ，肉用牛の森林内放

牧によって，育林施業の技術体系の確立を図り，合わせ

､て，森林内における肉用牛の多頭飼蕊技術の開発に資す

るものです。

ここで「肉用牛の生産育成」とは，肉用繁殖牛を森林

燗に放牧し，育林施莱の技術体系を開発しながら，繁殖

牛から子牛を生産し，生後6～8カ月まで育成して，雌

子牛は繁殖素牛とし，雄子牛は肥育素牛として地元に供

識することです。

すなわち，森林内への家畜の放牧ば従来も行なわれて
●●●●●■●■①●

』奉りましたが，それば俗に家篭を森林の中で飼うことが

目的で，森林は家畜の住居兼餌の給源に過ぎなかったの

･ですが，今回の実験事業は，森林の伐採から’地ごしら

え，更新（人工植栽や天然下種更新＝現在生立する樹種

憲の種子を自然に落下させて新生森林を作ること｡）下刈

り，つる切り，除伐などという一連の森林施業を行ない

燕がら，その森林の下層植生が，ササその他の雑草類ま

たはかん木類のような，森林の造林目的樹種の成長を阻

篁害している障害物を肉用牛の粗飼料とすることによって

造林事業などに要する労働力，薬剤などの役割を肉用牛

一

《
』
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証協力を得ているところですが，このほか,地方農政局，
鯛係県，地元市町村などからいろいろご協力をいただい

ております。しかしながら事業そのものは，国有林自ら

‘の森林で，自らの職員で経費も国有林野事梨澱として炎
行されているところです。

次に国有林野事業と肉用牛飼養を組糸合わせ調整しよ
うとしている事項を体系づけてみましょう。
(i)更新保育事業などの森林施業を肉用牛の放牧に
よって行なわせることとの調整

（ア）更新準備などのためのかき起こしなど更新準備
の作業を肉用牛の放牧によって行なわせます。（以下同
《じ｡）

（イ）伐採前地栫え,伐採後普通地栫え(含薬剤散布地
猯え）…・ブナなどの森林の下に密生しているササなど

を伐採前に放牧によって飼料化し，ササを褒弱させ，わ
い生化することによって伐採前地栫えの役割をさせる。
‘(･ｳ）下刈り作業，つる切り作業，除伐作業････造林
地などに放牧することによって，このような作業をやら
せることがある程度可能である。

〔エ）林地施肥作業･…糞尿による効果である。
’(オ）萠芽林における萠芽の整序（ある一定以上の樹
高に達した場合とする。）

(ii)国有林野事業との調整

（ア）草生造林事業･…肉用牛の越冬基地へ，乾草に
溺整したものを運搬して，越冬用粗飼料とし，また早春
'晩秋に放牧草として利用し，放牧日数を長くすることに
利用する。

（イ）苗畑事業…．(a)苗畑休閑地の緑肥の飼料化と
それの糞尿の苗畑還元をはかる。(b)厩肥の苗畑施用，

<c)苗畑堆肥用稲ワラの飼料，駁ワラ利用などによる合

理化,(d)整備苗畑の飼料畑への転換による施設，労働
力などの合理的活用

（ウ）その他事業などとの組承合わせ…．(a)牧草用

銭械等の苗畑などへの併用,(b)国設スキー場の牧草畑

･への転用による活用拡大,(c)実験牧場への労働機会の
拡大

（3）昭和42年度設定4実験牧場の概要

(ii)国有林野事業と調整する事項

査斎T－頁砿冒疏駐弱羅る鬮有林野事蕊

顛讓羅撚
加治木

牧実験

鎮験筐ﾉｷ幼'総人工造林地青林のたあの放
Q

（4）昭和44年度設定3実験牧場選定方針

肉用牛生産育成実験牧場は，42年度4実験牧場を設定

して，それぞれ爽験事業が進められていますが，この実

験事業の目的を達成するたあには，さらに地域あるいは

国有林の森林植生，森林施業の異なるごとに対象候補地

を選定しておく必要がありますので，43年度は従来の適

地選定要領に加え，新たに天然下種更新林分に重点をお
いて選定することとしました。

対象地選定の方針は，標準体重の肉用牛が1日約40kg

の生草を食いちぎる刈払機の働き，蹄耕する植穴堀機や

耕転機の働きおよび糞尿の林地施肥効果の働きを，国有
称野事業と調整することとし，特に育林施業の技術体系
に組み入れることを考慮するとともに，実験事業の経営

経済面にも視点を合わせて，肉用牛の越冬の問題，労務
管理その他畜産経営技術面までも総合的に検討し，さら
に地域の畜産的条件なども配慮したうえ，特に次に掲げ
る適地を対象とすることとしました。

（ア）育林施業上障害となっているササを飼料化する
ことができる天然下種更新地であること。

（イ）既存国有林野事業（幼齢人工造林地の中へ牧草
などを栽培し，林木と牧草を共生させる草生造林事業，
苗畑事業など）および国設スキー場，旧苗畑用地など，

あるいはシイタケ原木用，クヌギ原木林などの，地場産

一
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業などとの調整ができて，肉用牛飼菱上国有林野事業と

してメリットが出る対象地であること。

（5）昭和44年度設定3実験牧場の概要
(i)箇所面職導入目嬢頭数など

灘蔚窪地蕊童繩|瀞嶬|鰯
長蜜|飯山繍轍，才伐約

ヤノ平

広島県三原市

大阪西条譲灘通寺
熊本大鳥耀蕊総

井，天城町三
京

凸

(i)箇所，面積，導入家畜頭数など

営
林
署Ｉ

営
林
局

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ⅱ
州
汎
Ｎ
１
４
ｌ
Ⅱ
切
開
Ⅲ
１
１
１
川
ｕ
４
１
Ⅱ
川
川
！
Ⅲ
１
４
別
冊

所 在地

｜

’

町大唐打
鹿児島県姶良郡
栗野町日添，'牧
園町万膳

確
木

100

1
0

熊本

(注）導入目標頭数は今後変動することがある。
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（エ）わが国では，夏期はもとより，特に冬期に粗飼

料の入手がむずかしく，かつ牧草の生産原価は割高につ

くばかりでなく，乾草調整が困難であり，牧草生産の基

雛が弱体であり，牧草の流通もほとんど行なわれていな

いといっても過言でない実状です。これらのことから，

わが国の肉用牛の飼養頭数は，幾業機械の普及とともに

急激に減少している状態ですので，これらの点も十分考

臘して，国有林においては原則として森林内に年中放牧

し，野草資源の活用によって飼養することをねらいとし

ているのであります。このため冬期間も常緑で飼料価値

のあるササ葉資源などをできるだけ飼料化して，育林上

の障害になっているササ退治に努め，飼料コストの低減

という一石二鳥をねらっているわけです。

(ii)実験事業実施の基本的な考え方

（ア）実験事業のねらいは，さきにもふれたように，

森林内放牧によって肉用牛の育林的な三つの機能を働か

せて,立派な森林を造成するための育林技術の体系づけシ

いうなれば，肉用牛放牧と育林の組み合わせの法則性を

解明しようということでありますので，森林の林木生産

を否定するものではなく，より多くの林木生産をねらい．

として，肉用牛の飼養を実験しようとするものです。

（イ）第2点は，肉用牛の飼養の低収益性にかんが

承，肉用牛は年中森林内に放牧し，育林施業上障害とな

っているササ，その他の雑草，かん木類を飼料化すもの’

ですb

しかしながら，国有林野は高寒地に位藤するために，

冬期降雪時には，積雪量が大きく，かつササの葉などが

凍結して肉用牛の採食が不可能になるので，これに備え

て，国有林野の実験対象地の中の平坦な伐跡地を選定し

て高度集約牧草地を造成し，大型牧草用機械などを導入

し生産コストの低い牧草を乾草，またはサイレージに調

整して給餌することとしています。

（ウ）第3点は，施設などを実用的にしたことです。

国有林野事業は特別会計の下に諸事企業的に運営されて

いるので，この実験事業も必要最少限度に施設を行な

い，万事質素実用的なものに心掛けました。このため畜

舎は原則として作設しないで，ただ越冬時一定箇所に集

牛する越冬基地にわずかに肉用牛の収容必要面積の’/3：

～2/3の屋根を設ける程度とし，乾草舎，サイ巨なども，

簡素，かつ省力化できる設計とし，経済性を高めること・

に努めている実情です。

（エ）第4点は，実験事業は単に森林の中で肉用牛を

飼養して子取り生産をするという，動物飼義の単純なこ

とではないことはるる述べましたが，国有林野事業と肉1

用牛の多頭群放牧飼養ということで，そのため試験調査

(ii)国有林野事業と調整する事項

(a)飯山･…ブナの伐採前地栫えおよび更新促進の

ため，クマイザサを飼料化して，長大なクマイザサがだ

んだん枯れ下り，短くなるよう森林内放牧を行ない，冬

期積雪期（約200日間）の越冬基地は苗畑の一画に施設

し，堆厩肥の自給を行なうほか，越冬用粗飼料をもより

国設スキー場の緩傾斜地を活用し，牧草地を造成して国

有林野の高度利用を図り，事業の合理的な運営に資する

こととし,裏日本地域における森林内多頭年中放牧飼養
をめざして，実験事業を実施する構想です。

(b)西条･…温暖な瀬戸内海沿岸地帯にある，あま

り地味の豊かでないアカマツ林での育林のために，下草

であるネザサ，かん木類を飼料化し，下刈りの省力効

果，糞尿の施肥効果および蹄荊蹴果などに期待し，全般

にアカマツ林に対して，肉用牛放牧によって，下刈り，

更新準備などの育林施業技術の体系化を図ることにねら

いを置き，年中多頭放牧飼養による林業および畜産の協

調による森林総生産力の増大を図る構想です。

(iii)大島…・リュウキュウマツ人工下種幼齢造林地

内に多い長大なススキなどの豊富な野草資源を飼料と

し，下刈りの省力化と糞尿の施肥効果および蹄耕効果な

どに期待し，リュウキュウマツ造林と肉用牛年中放牧飼

養とを組承合わせて，育林施業技術の体系づけを開発

し，離島における地域産業･発展と，国有林の高度土地

利用を図るための実験事業を実施する構想です。

（6）肉用牛飼義形態と実験事業実施の考え方

(i)肉用牛飼養の経済性

肉用牛飼瀧の経済性は一般常識では低いことが定説に

なっているのでありますが，その根拠には次のような事

項があげられると考えます。

（ア）肉用牛の成育期間が長いこと。

肉用牛は生後6～8カ月程度で市場売買がなされます

が，生後16～20カ月で種付けが行なわれ，284日（9カ

月10日間)(黒毛和種の場合)を経ないと子牛が生まれま

せん。そのうえ1産1子というまことに効率の悪いもの

で，投資に対する懐妊期間が長いのです。すなわち市場

で6～8カ月の子牛を購入してから親牛となり，それか

ら子牛を出産するまでに，19～23カ月もかかるのです。

（イ）肉用牛の市場価格構成の要因が多く市場価額の

変動も激しいこと。

肉用牛の販売価額は子牛購入価額，経営菱，肥育盤お

よび利益金からなり，それらは時系列的にもズレがあ

り，かつ変動が多いのです。

（ウ）従来の腱家の納屋の一隅で1頭ごと舎飼いして

いたのでは，労働力が多くかかること。

、
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には股も力を入れなければ，育林や肉用牛飼義の法則性

が科学的に解明できないであろうと考えるのです。

（オ）最後に現地で実施に当たっては，永年の伝統を

有す為他事業との均衡を図りながら，国有林野事業の一

環として行なうわけですから，経営計画に基づき林地の

保全や森林生産力の向上につとめて，実験事業の合理化

を図って技術的にも経済的にも地域の模範となるよう心

掛け，他の国有林野事業に’日も早く融和して，この事

業が他の国有林野事業に従事する人たち，労働組合ある

いは地元住民などから温い理解と協力が得られるよう努

力しなければなりませんが，これらは，刈払機や除草剤

導入の初期の状態を思い起こしていただいて，この事業

に直接従事する者のたゆまぬ努力と説得する情熱が最も

必要なことではないかと考えるのです｡

（7）実験事業の意義（展望）

この事業は，国有林野の経営目的である国土保全や森

林の生産を損うことなく，林木の育成と森林内のササな

どの野草飼料資源の活用をねらいとして，森林の高度利

用を目的としているものですが，現在までの林業人の常

識で味’森林内に家畜を放牧することは「林木生産に支

障がある」という先入観念があったようですが，今回の

実験においては肉用牛の三つのすぐれた有機的育林機能

を育林施業といかに上手に組承合わせるかによって，従

来とられてきた育林技術体系よりも優れた育林の作業方

則を開発し，育林作業を合理的にして省力化を図るばか

りか’充実した森林を育成することにより，現在の木材

不足，牛肉不足に応えることを期待しているもので，現

在の腱山村経済の振興に寄与することを窮極のねらいに

しているわけです。このような観点からこの実験事業の

果たす意義をある程度の推測を加えながら述べて承たい

とおもいます。

（ア）既存国有林野勤諜および森林施業と肉用牛の飼

瀧を調整することによって，育林技術体系の確立が図ら

れた暁には，国有林野の森林内容の充実および事業の合

理的な実施に役立ち，国有林野事業としても，あるいは．

日本の民有林経営上もはかり知れない利益となります。

（イ）畜産的な面からは，森林内における肉用牛の多

頭飼義管理の経営技術の開発が図られて，畜産の振興は

もとより，わが国農山村経済の振興に大きく寄与するも

のと考えます。

（ウ）国有林野には約4万haの放牧共用林野があり

ますが,放牧による育林技術体系の開発が行なわれるこ

とにより,これら森林の施業方法の体系付け，あるいは

放牧適正規模などの技術的裏付けが正確にされるなど，

これら放牧共用林野の一層の高度利用への期待がもたれ

るのです。

（エ）実験事業が直接地元におよぼす効果としては，

実験事業に供せられる子牛の購入は地元生産の放牧に適

する肉用牛ですが，また実験牧場で生産した子牛は品種

系統の優良な肉用牛で，これを地元に供給するために，

地元経済に資するばかりでなく，生産振興上優良系統子

牛増殖に寄与できるのです。

（オ）実験牧場の森林における多頭放牧の育林技術お

よび飼菱技術が地元農山村に普及せられ，地域の有畜林

業経営の振興に果たす効果が大きいのです。

（力）国有林野および国有林野事業のPRに大きい効

果を発揮します。従来になかった森林内に猫ける多頭放

牧の実験牧場が出現したため，現在の肉用牛飼蕊熱の高

まりとともに，地域農山村あるいは遠く旅行中の人たち

が，観光を兼ねて，実験牧場へバスを連ねて参観され，

その応接に多忙な状況ですが，この時実験牧場の承か，

付近の国有林の集約な森林施業にも接し，森林を寸土も

余さず植林している実状などを見学されて，国有林をい

まさらのように深く理解され見直されているというよう

なPR効果が大きいのです。このほか観光漬源，あるい

はテレビやラジオ，業界誌などでかなり宣伝され国有林

のPRに一役買っている実状です。

（キ）実験事業が成功した場合，これは肉用牛の森林

内放牧によって，育林施業の技術体系の開発が図られ，

森林内多頭放牧子牛生産の飼養経営技術の開発に成功し

た場合と理解されますが，その場合には，国有林野内の

適地において，その技術の裏付けの下に（その場合は官

牛か，民牛かわかりませんが）森林内の育林放牧が行な

われる基礎ができるので，いろいろの方法の検討（民牛

の預託，農協，放牧共用組合，その他の団体等を…･）

によって，国有林当局の指導の下に放牧による育林の仕

事を行なう機会に接することが予測されるのです。

さらに第2段としましてば，国有林のみならず，わが

国の里山地帯を占める民有林においても，個人や，会社

あるいは市町村，都道府県などの森林所有者あるいは，

経営者が肉用牛の放牧による育林技術が普及されること

によって，かなりの森林に肉用牛を導入し，森林内容の

充実が図られることが予測されるので，腱山村振興上明

るい希望がもてる事業であると推測されるものです。

むすび、

この事業には対象地選定の当初から，国有林野関係者

の象ならず，林業試験場，畜産局，種畜牧場，地元地方

庁および市町村，林業団体，畜産団体,地元農山村民の

官民各位が大いなる期待を寄せられて，絶大なご指導と

ご支援をいただいていることは感謝に耐えないところで
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すが，なお地方的な配置，あるいは森林施業類型の異な

るごとに実験対象地を選定する必要性もあるので，すで

に開設されている牧場とあわせ，なお今後充実してゆか

なければならないのですが，一度手をつけた以上は，国

有林としても，ご協力をいただく方盈のご期待にそうよ

う，今後とも真剣に取り組み，いまだ世界に例のない
やま

肉用牛による森林づくりを完成してゆきたいと念願して

おる次第です。

●回心評、ヂbヂや｡■今ヂーも王、〆、．◆ぬGsp■今◆や

●

ので補充樹木が十分できる様になれば，東北，および

北海道などの街路樹の乏しい地方には，今後大いに期

待される樹木と恩われま灸この樹木の原産は北アメ

リカであり，特に太平洋沿岸に多く分布している様で

す。そして現在では，満州の諸都市を始め，北京や朝

鮮の京城などには，公園樹，庭園樹などに多く使用さ

れ，幹回り1.8～3mの喬木がたくさん見かけられる

との事です。今一言,この樹木も,アメリカシロヒ,､リ

の好餌植物であることをお知らせして置きましょう。

噴路樹シリーズその18〕
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トネリコバノカエデ随分，長い名前ですね。皆さ

んこの樹木をご存知ですか。東京でも最近になって，

一部の人たちに知られる様になった樹で，4～5年前

などは造園業者間でも，あまり知られてない樹木でし

た。わたくしが当時，季節凌為の，街路樹の各種，技

術指導を行なう時，業者・職人たちに「この樹の名前

を知っ：ているか」と聞くと，ほとんどの人が，首を傾

げるばかりで，この樹の名を答える者が居なかった記

憶が思い出されます。こうした意味もあって，現在で

も一般の造園業者はもちろん，苗木生産業者間におい

ても，この樹を生産している人が無く，街路樹の様に，
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一路線同一樹種でなくてはならない場所では，いろい

ろな事故などで，枯損したりした時の補充ができない

などの心配があるので，あ叢り関東方面には使用ざれ

ていない樹木です。このトネリコバノカエデは，カエ

デ科の一種で，4月のこの欄で紹介しましたトネリコ

の葉によく似ているカエデで'I､ネリコより，葉の色

が黄緑で樹型は卵状楕円型になり，一見，何んとなく

優しく，そして和らかな感じをあたえる樹木です。こ

の樹木は落葉喬木で，高さ20m幹回り3nl以上にも

達し，雌雄異株で，生育がきわめて早く，土質も比較

的選ばず，強度な剪定にも耐え,･耐寒力が強いととも

に，カエデ属としては珍しく挿木でも容易に発根する
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岩手大学演習林

鍵 ＄ー

幹

e

千葉宗男

(岩手大学・農学部）
主召蔀

一

Iはじめに

大学演習林は，すでにこのシリーズに執筆された先誰

各位も述べていられるように，「林業・林産に関する教

育と研究を行なう」ことを目的としており，特に実習教

育を通じて実務を習得し，〃自然を学ぶ〃謙虚さと真箪

さを養う場であるといえよう。

林学を学ぶものにとっては演習林での実習教育が，あ

るいは学生時代最大の収穫となるかもしれないし，また

演習林はそのようにありたいものである。このような意

味をも含めて，わが岩手大学淡習林の概要をお伝えする

こととする。

守

図－1演習林位置図

リ・サクラ・サワグルミ・イタヤカエデなどを主とする

広葉林が大部分をしめている。しかしごく一部ではある

が，前記のヒバ・スギ混交の天然生林や優良なブナ林が

保存されており,昔日の林相を忍ぶことができる。なお，

演習林事務所付近の緩斜地帯は，かつての放牧．採草地

の跡地で，現在は林齢70年生前後のアカマツ林になっ

ている。

演習林設定後，明治40年（1906）から直営製炭を主

とした薪炭材生産事業が開始され，あと地の造林も行な

われてきたが，1945年ごろまでは事業の規模はきわめて

小さく，人工林面積は総面積の5％にも歌たいものであ

ったが，1950年以降，時代の要請その他から，林蛾雌蕊

力増強のための拡大造林方針がとられ，生産力の低い広

葉樹林や，形質の不良なヒパ林の皆伐，樹種更改作業が

進められ，最近になってようやく人工林率が，5％を突

破したところである。

牛馬車道と歩道はある程度整備されてはいるが，林道

（自動車道）の開設は意のままにならず，演習林の中央

部を貫通する幹線林道一線があるだけの現状で，演習林

本来の使命を達成するためにも，また近代林業経営の基

盤としても林道網の早急な整備が必要である。

なお，この演習林のなかに岩手大学農学部付属山地利

用研究施設の森林治水試験地が設定されており（後記参

照),1.H､D.(国際水文学i10カ年計画事業)の試験流域と

なっており，国際的にも重要な観測基地の一つである。

2．滝沢演習林

盛岡市の北方約12km,岩手郡滝沢村地内にある。総

I演習林の概況

岩手大学付属演習林は減習林本部，御明神淡習林，滝

沢演習林’実験苗畑および木工場で組織されているが，

ここでは御明神と滝沢の両淡習林について，その概況を

述べることにする。

1・御明神演習林
クズクイシ

盛岡市の西方25km,岩手郡雫石町御明神地区にあ

る。（図－1参照）

国鉄田沢湖線春木場駅から約5km,大学所在地から

も自動車で40分で到達できる。

明治38年に農商務省より，本学の前身，盛岡高等農

林学校の演習林として所管替えになったもので，総面戟

は約1,017haである。

奥羽山脈の一画にあり，秋田県境に近い。

北上川の支流雫石川の小支流赤沢川の水源地帯で，一

般に地形は急峻である。

藩政時代には南部藩(盛岡）の御留山として保謹され，

天然生のスギおよびヒバの美林でおおわれていたようで

あるが，幕末から明治初期にかけての藩用材，その他の

ための過伐・乱伐・溢伐をうけ，また林区署時代には山

火事の延焼をうけるなどの被害によって，林相が一変

し，ミズナラ。コナラ．クリ・トチ．ホオノキ・ハリギ

＝

凸
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写真1御明神演習林の林相
(ヒバ，スギ広葉樹天然生林）

写真2ドイツトウヒ見本林

（御明神）

面積300ha弱（このうち約30haは北上総合開発計画

の四十四田ダム椴築による水没と東北本線復線電化工事

用地として所管替え，減少）の丘稜地である。

大正2年と8年の2回にわけて青森大林区署よりの所

管替えによって演習林になったもので，北上川に沿った

火山灰の厚く堆積した緩傾斜地である。

大学所在地から車で約20分，また東北本線滝沢駅に

も近接した交通至便の地にある。

御明神演習林同様，旧藩時代には南部藩の御留山とし

て保護されたところであるが，林齢80～130年，樹高

20～30m,胸高直径30～70cmのスバラシイ南部アカ

マツの林が主体をなしており，保残木作業で更新された

（主林分の林齢10～40年）のアカマツ林も10数haに

およんでいるほか，スギ，カラマツ，などの人工林も多

く，最近人工林率が40％以上になってきている。

広葉樹林はクリ，コナラ，クルミ類，カエデ類，サク

ラ類，ホオノキ，シナノキ，ハリギリなどが多い。なお

その成立については不詳であるが，クヌギの大木（胸高

直径40～100cm,樹齢140年前後）数10本の群生が承

られるほか，学術上貴重な参考林，見本林，保護林など

が整備されており，教官,学生の研究,教育の場として，

また一般林業経営者にとっても生きた見本として広く解

放されている。

参考までに両演習林の現況を総括すると表一1のよう

になる。

御明神演習林は裏日本型気候の色彩が濃く，傾斜の急

な山岳林でと（，スギ，ブナおよび落葉広葉樹の混交す

る天然生林が優占する地帯であるのに対して，滝沢演習

林は典型的な表日本型気候帯に属し，火山灰土からなる

表－1演習林現況

区別｜御明神演習林 滝沢演習林

’面積(ha)

740

270

1，010

面積(ha)|蓄積(m3)蓄積(m3)

127,000

43，000

170,000

140

130

270

31,000

4,500

35,500

丘稜性緩斜地形で，アカマツを主体とする林相である。

両演習林は距離的には近接しているが，地況・林況とも

蝉著しく異なった特色をもっており，試験，研究上また

実習，教育上それぞれ独自の役割を果たしている。両演

習林とも林種転換により，徐為にではあるが人工林率が

向上しているが，幼齢造林地が多く，蓄積，成長量とも

に大きいとはいえない。

一
一

III試験研究

大学演習林の使命はいうまでもなく教育，研究のフィ

ールドであるから，演習林全域が試験研究と実習教育の

場であるといっても過言ではない。この意味で岩手大学

演習林では数多くの学術参考林・保護林・見本林・展示

林などの整備・充実につとめるほか教官，学生の試験研

究フィールドとして造林から収穫までの各種の試験地を

設定して教育研究に活用されているだけでなく，地域林

業の進展にも貢献しているものと信じている。これら試

験研究林として施業制限を実施している林分は，御明神

で約100ha,滝沢で約80haの大面積に及んでいる。

本学の演習林で実施されている試験研究のうちで，ま

ず特筆されるのは，1929年故三浦教授によって開設され

灯
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写真4アカマツ保残更新林（瀧沢）

写真3アカマツ参考林（滝沢）

てから，一貫して継続観測が行なわれてきた御明神演習

林早坂沢・館内沢などにおける流出量に関する研究であ

ろう。この研究は武田教授によって引き継がれ，さらに

広範な調査研究が推進され,その成果を基盤として1966

年4月に，山地利用研究施設が創設された。

この施設は，わが国における唯一の山地利用研究機関

として，現在は山地防災の一部門だけであるが，将来山

地畜産，傾斜地艇業など山地を農林蓄産業の生産盤とし

て利用する方法についての技術を科学的研究によって発

展させることを目的としている。

前記のように，御明神演習林に設定した森林治水試験

地はIoH｡D.の試験流域に指定され，国際学術交流の一

翼をになう場として重要な意義をもっている。

なお，この研究施殻は現在次のようなテーマをもって

精力的な研究を進めており，すでに公表された研究成果

の報告も40崎に達している。

1．洪水緩和に及ぼす森林地被密度の影響に関する研

究

2．山腹土砂崩れ災害防止の科学的研究

3．中間流に関する研究

4．山崩れ発生箇所の予知に関する研究

写真5スギ保護林（140年生造林地・滝沢）

5．土石流に関する基礎的研究

また，御明神演習林においては，林業工学識座大河原

､教授の考案になる「御明神式集材法」＝〃風圧ガバナー

つき集材機による簡易集材技術に関する研究〃や，同教

授の「軟弱路面の簡易強化法」および「林道簡易排水設

備の考案」など基礎および応用研究の場として，その業

績が積票重ねられているほか，航空写真による林分蓄積

測定誤差の検討（柴田講師)，天然生スギを対象として

の伏条更新試験，ブナ，サワグルミ，ホオノキ，ミズナ

ラ，コナラ，クリ，トチノキなど広葉樹薪炭林の用材林

化試験，アカマツ母樹別・産地別比較植栽試験，保育形

式および省力化に関する一連の試験研究，世界各地産

AInus属・Bet'112属の成長比較試験など数多くの研究

が，それぞれ担当教官によって推進されている。

一方，滝沢演習林においては，地形・交通の便など好

条件にめぐまれていたため，演習林開設以来積極的に林

内各所に見本林，学術参考林・試験林などを設定し，数

多くの業績が報告されているが，特に前教授武藤益蔵先

＝

も

0

＝
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としての役割を果たすことも必要で，この目的・使命の

達成を第一義として整備・充実につとめるとともに，経

営計画の樹立・事業の実行などもこの線にそって立案・

実施されるべきであるが,わが演習林の実状は,きわめて

残念なことではあるが，必ずしも満足できる状態にある

とはいえない，林道網その他生産埜盤の整備が遅れてい

るうえに，諸般の情勢から過酷な事業収益の増大確保を

余儀なくされる結果，演習林として本来あるべき姿から

1歩も2歩も後退していることは，演習林業務を担当す

る者の1人としてこの上なく残念に思われてならない。

長い歴史と，大学から至近距離にあるという，きわめ

て恵まれた条件にある岩手大学演習林は，さらによりよ

い演習林として発展するため，演習林のあり方について

の反省と，その反省の上にたった体質改善と経営努力と

が緊要であることが揃感される。

生の永年にわたる研究一保残木作業によるアカマツ林

の天然更新に関する研究一の成果が，主林木の林齢

40～10数年，保残木130～80年の各齢級の糸ごとな林分

となって10数ha現存していることが特筆される。その

他滝沢演習林においては，外国樹極見本林（昭和3年設
定，ヨーロッパカラマツ，ヨーロッバアカマツ・ドイツ

トウヒ・パンクスマツ・リキダマツ・ストローブマツ・

ニオイネズコその他）の成長調査，林地肥培，林地除草

剤，保育型式に関する報告，さらに沢藤教授の「森林の

厚生的効用に関する基礎的研究」など広範多岐にわたる

研究・調査が実施され，業績が報告されている。

●

dｰ

IVおわりに

大学演習林は教官,学生の教育,研究の場であると同時

に，一般林業経営の発展にも貢献できる摸範林，展示林

山神の碑と御山支配役

農林省林業試験場九州支場に隣接している立田山付

属実験林の中腹に，写真のような「山神」とほりこん

だ石碑がたっている。襲側には「文化12年乙亥12月

朔日新造立之催主内藤政徳」右側には「御山支配役

古谷甚兵衛御山治新左右術門」左側には「石工忠

八晋助」と刻んである。文化12年（1814年）といえ

ば，今から150年前，この年に相前後して，文化7年

に伊能忠敬が肥後の海岸を測避している。文政元年

(1818年）には頼山陽がこの鮨本城下をたずねている。

興味をひかれるのは，石碑に刻んである御山支配役

御山治のことである。熊本の歴史，小国郷史などの資

料によると，細川重賢時代の宝歴年間にこの制度が鮨

かれたようである。細川氏が行なった地方行政で，郡

のなかに，手永と呼ぶ行政区画を設けた。手永と侭，

手のとどくところ，手つだいなどの意味があり，郡の

奉行の手永として総庄屋や庄屋などの村役人が任命さ

れた。その手永に一人の御山支配役がいて，総庄屋と

協議し，郡代の許しを受けて，山林育成保誰と一切の

事務をつかさどっていた。御山支配役は郷士である。

その下に御山治がいて無苗で地方の豪艇であった。大
くい

山津見神とも大山咋神ともいわれる山神の御神体にお

すがりしようとした当時の為政者の敬神の深さに頭の

さがる思いがする。

一
一

1

林業試験場九州支場調査室

山本術喜

〔詩報丙蹴雲蕊補壌製認］

生活]一､＝､…､一一"一凸一[山の
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学会員､2広場 20m

ヒノキ造林地に侵入した

アカマツの取り扱いについて

樹
高

0

－岡山署管内小本官国有林の場合一

10m

凸
《 森田正彦

（大阪営林局・計画課）

1．はじめに

ヒノキ造林地に侵入したアカマツの取り扱いについて

は，アカマツは除伐してヒノキ純林に仕立てる純林施

薬，アカマツはヒノキとともにしばらくは残し間伐の際

にすべて収腱する一時的混交施業，およびアカマツはヒ

ノキとともに主伐まで残して混交林に仕立てる永年混交

施業の三つの施薬法があるとされている。

アカマツのこの三つの取り扱い法については個々の林

分について調査を行ないヒノキ，アカマツの成育状態，

残存本数，地位などを正確に予測した上で決定されるの

が当然かと思われる。

ここでは岡山署管内小本宮国有林のヒノキ造林地にお

いて行なった地位級調査をもとに林分密度管理図によっ

て予測的に施業法を考察したので結果を報告したい。

2．樹高成長について

小本宮国有林ヒノキ造林地はアカマツ伐採跡地にヒノ

キ植栽を行なって成林したものである。現在9年生でヒ

ソキ残存本数はおよそ3,000本，侵入したアカマツは約

2,000本である。樹高はヒノキ，アカマツともに2.5～

3.5mで旺盛な成育をしていると認められる。

ヒノキ，アカマツの混交林では一般にアカマツが優勢

となって2段林になるといわれている。しかし松原，深

田が西条署管内で行なった混交林の樹高成長の樹幹解析

によると，図1のように，ある林分ではアカマツはヒノ

キより7m高く完全な2段林を形成しているが，別の林

分ではアカマツ，ヒノキの樹高差は1m以下で2段林と

ならずに同一林冠層に収まっていると報告している。

ヒノキ，アカマツの混交は画一的に2段林を形成する

ものでなくヒノキ，アカマツの相対的な地位の差によっ

て決定される。すなわち，ある林分の地位が比較的アカ

マツに有利であれば2段林となり，逆にヒノキに有利で

あれば陽樹であるアカマツは姿を消して，放置しておい

0

▲
Ｉ 一一L-

20年
-

40』’
I

林齢

図－1混交林の樹高成長（西条署仏通寺国有林）

てもヒノキ純林になるものと思われる。問題となるのほ

その中間の場合で，ヒノキ，アカマツの地位に差がない

とヒノキ，アカマツは同一林冠層で般後までせりあって

いくものと思われる。

小本宮国有林のヒノキ，アカマツの将来の樹高成長を

知るため地位級調査を行ない成長曲線を描くと図2のよ

うになる。ヒノキ，アカマツの樹高差は1m以内で最

後まで同一林冠層でせりあいながら成長していくタイプ

に属するものと思われる。このことは該当林分の土壌は

BDdが大半を占あ標高400mである，などのため，ヒ

ノキ，アカマツともに成育に有利な林地であるためと考

えられる。

3．混交林の密度管理について

ヒノキ，アカマツの林齢と樹高の関係は2で述べたと

おりであると仮定すると，安藤の密度管理図によって施

業法ごとに収穫材積，残存本数を求めることができる。

マツを除伐してヒノキ純林にした場合（純林施業）の

本数および材積は管理図より求めると2,000本，“8㎡

となる。

アカマツをヒノキと混交させた場合はそのままでは求

めることはできない。小川は2種の混交群落においては

相手種の1個体が自種に対しておよぼす密度効果の強さ

が自種の何個体分にあたっているか（密度換算率）を考

慮しなければならないとしており，四手井はやはり小川

■司

勺
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施業法ごとの材積，金員収盤

20m

樹

高
■

伐は1,500R/m3を用いた。

ヒノキの材積収穫では純林施業法の448m3が最多莚，

永年混交ではわずか207m3の材積となる。ヒノキ，マ

ツの材積計では一時的混交施業の535m3が最多となる

が，これは林齢30年のマツの間伐材の収穫を含むため

である。また金員収穫では純林施業の838万円が最高と

なる。小本宮国有林でヒノキの用材生産を第一義とする

ならば3施業法のうちアカマツを除伐してヒノキの純林

に仕立てる施業法が有利であると考えることができる。

5．おわりに

すでに述べたように小本官国有林でば林齢50年でヒ

ノキ16.0mアカマツ16.4mの樹高成長が予想されてア

カマツを除伐してヒノキ純林に仕立てたほうが材積の点

からも混交林にするよりも有利であることがわかった。

しかしヒノキにとって地位が悪い場合のアカマツの取

り扱いはどうなるであろうか。林齢50年でヒノキの樹

高10.0m,アカマツは16.4mの場合について検討して

ぷるとアカマツを除伐してヒノキの純林にすると200m3

の収穫となるが，ヒノキとアカマツを混交させるとヒノ

キ103m3,アカマツ206m3合計で309m3の材積収穫

が期待できる。したがってこのようにヒノキの地位が悪

い林分ではアカマツを除伐するよりもヒノキと共生させ

て混交林に仕立てる方が有利と思われる。

密度換算率を導入してアカマツの取り扱いについて述

べたが，使用した密度換算率ヒノキ2．0，アカマツ0．5

の数値は資料不足のためやむをえず仮定したものであ

る。ヒノキ，アカマツ混交林の資料を多く集め密度換算

率を実証的に求めていくことが今後に残された問題かと

思われる。なお，このテーマについての調査および取り

まとめについては計画課中谷,･百瀬両技官が重要な役割

を果たした。

参考文献

1）安藤資：林分密度管理図1968年

2）小川房人：高等植物混合群落の密度効果に関す

る実験的研究（未発表）

3）四手井綱英：アカマツ林の造成1963年
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図－2岡山署小本宮国有林地位級調査より将来の
樹高成長を推定

の密度換算率の考え方を支持している。

しかし，アカマツをヒノキと混交させた時の密度換算

率を実際に求めるのは困難であるので，ここでは便宜的

に密度換算率をアカマツは0.5,ヒノキは2.0として扱

っていくものとする。

ヒノキは3,000本の成立本数であるがアカマツ2,000

本の存在によって実質的にヒノキ7,000本あることとな

り（3,000＋2,000×2)，ヒノキの成長経過は密度管理図

で7,000本の推移線をたどり伐期50年の本数，材積を読

象取りこれを3,000本の場合に換算した（2,900×3,000

/7,000＝1,240本，480×3,000/7,000=207ms)o50年伐

期でヒノキの残存本数，収穫材積は1,240本,207m8と

なる。

アカマツについても同様に考えて，アカマツ3,500本

として(2,000＋3,000×0.5)管理図より求めると残存本

数1,200本（2,100×2,000/3,500)，収穫材積206ms

(360×2,000/3,500)となる。

4．3施業法の検討

ヒノキ，アカマツの主伐時期はともに林齢50年に，

一時的混交でアカマツを間伐する時期は林齢30年とし

て3施業法について収礎材積，金員収穫を求めると表の

ようになる。金員収灘算出は岡山営林署業務5カ年計画

の立木価格，ヒノキ18,700円，マツ8,900円，マツの間

《
、

、

｡
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聡
林
交
交
蝿
混
馴
年

純
一
永

ヒノキ

本数

本
本
２
１
０
０
０
２
０
６
７
Ｊ

本

|材積
"8㎡

420㎡

加㎡

アカマツ

本数

本
本
０
０
９
０
４
２
７
７

１
１

材職

115㎡
．
、

謡蕩計
材積

伽㎡

535㎡

413㎡

金員収碓

838万円

803万円

565万円
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こ
こ
数
十
年
の
間
に
、
絹
と
い
う
最
も
高
級
な
天
然
繊
維
を
め
ざ
し
て
、
ナ
イ
ロ
ン
と
い

う
合
成
繊
維
が
石
炭
ま
た
は
石
油
か
ら
合
成
さ
れ
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
羊
毛
や
木
綿
に

近
い
合
成
繊
維
も
続
灸
と
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
天
然
繊
維
と
合
成
繊
維
は
お
互
い

に
相
手
の
長
所
を
取
り
入
れ
、
自
己
の
短
所
を
取
り
去
る
よ
う
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
お
り
、

よ
い
意
味
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、
両
者
の
品
質
の
向
上
を
お
互
い
に
促
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
現
在
は
も
は
や
合
成
、
天
然
の
区
別
は
問
題
で
は
な
く
て
、
い
か
に
適
材
を
適
所
に

使
う
か
、
両
者
の
長
所
を
よ
り
多
く
生
か
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
す
べ
き
か

と
い
う
両
者
の
共
存
の
時
代
で
あ
る
。

最
近
、
木
材
界
に
お
い
て
も
、
合
成
木
材
と
い
う
石
油
製
品
を
原
料
と
す
る
完
全
な
合
成

物
が
出
現
し
て
き
て
、
世
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
は
絹
と
ナ
イ
ロ
ン
の
関
係
の
よ
う

に
、
絹
と
い
う
す
ぐ
れ
た
天
然
繊
維
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
燕
ナ
イ
ロ
ン
が
生
ま
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
加
工
材
料
と
し
て
、
あ
る
い
は
建
築
材
料
と
し
て
、
い
か
な
る
他
の
材
料
よ
り
も
す

ぐ
れ
た
、
し
か
も
使
い
や
す
い
材
料
と
し
て
木
材
が
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
合
成
木

材
を
作
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
コ
ス
ト
の
面
で
は
ま
だ
木

材
よ
り
３
１
４
倍
は
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で
の
合
成
製
品
と
同
じ
よ
う
に
、
量

産
す
る
こ
と
に
よ
り
か
な
り
コ
ス
ト
は
下
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
木
材
の
方
は

ま
ず
価
格
の
低
下
は
将
来
ま
す
ま
す
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
そ
の
う
ち
価
格
面
で
は
十
分
ハ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
く
る
。

あ
と
は
質
の
差
だ
け
で
あ
る
。
現
在
の
製
品
は
ま
だ
出
は
じ
め
だ
か
ら
、
外
見
は
木
材
と

見
分
け
が
つ
か
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
、
木
材
に
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
点
が
多
い
。
し
か
し
、

今
後
の
木
材
の
需
給
状
態
を
考
え
て
承
る
と
、
世
界
的
に
不
足
物
資
に
な
り
つ
つ
あ
る
か

ら
、
い
た
ず
ら
に
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
敵
視
せ
ず
に
、
絹
と
ナ
イ
ロ
ン
の
ご
と
く
、
、
お
互
い
に

質
の
向
上
と
い
う
面
で
競
い
合
い
、
将
来
の
木
材
不
足
時
代
に
は
、
そ
の
不
足
分
を
合
成
木

材
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
育
て
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う

な
時
代
で
の
使
い
方
は
多
分
両
者
の
複
合
に
よ
っ
て
、
質
的
な
面
を
天
然
木
材
が
受
け
も

ち
、
量
的
な
面
を
合
成
木
材
が
受
け
も
つ
と
い
う
可
能
性
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
近
い
将
来

の
天
然
木
材
に
対
し
て
、
今
よ
り
ま
す
ま
す
質
的
に
優
れ
た
も
の
を
要
求
し
て
く
る
。
国
有

林
の
人
凌
が
最
近
や
っ
と
量
の
承
で
な
く
、
質
も
考
え
て
青
林
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
方
向
に

転
換
し
つ
つ
あ
る
が
、
世
の
流
れ
は
も
っ
と
早
い
の
で
、
果
た
し
て
間
に
合
う
で
あ
ろ
う
か
？

（
梅
雨
）

合
成
木
材
の
出
現

《
と
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暑中お見舞申し上げます

旬

社団法人日本林業技術協会

理事長蓑輪満夫 ｔ
《

＝ 一－一一-一一一=一一一一一－一一一一一一一

複製写真の単価

昭和44年庇の空中写真の複製単価は下表のとおり改訂

されましたのでお知らせ申し上げます。荷造り，送料は

含まれていません。実費を申し受けます。

複製写真単価表

協会のうごき

△第2回（昭和44年度）常務理蛎会は昭和44年6月25日

（水）本会会議室で開催された。

議題1）会員増加運動について

2）日林協支部の要望について

出席者（敬称略）

常務理事：伊藤，飯島，入交，浦井，高見，遠藤，孕

石

参与：大矢，監原，藤井，南里

本会から：蓑輪，小田，成松，松川，坂口，吉岡，土

江

△日林協札幌営林局支部幹事，佐藤与吉氏が昭和28年か

ら昭和44年3月までの16年間の永きにわたり，日林協の

発展ならびに，会員のお世話を続けてこられましたが，

本年3月退官されました。本部では，日林協札幌営林局

支部長のご要請で，同氏の永年にわたるご貢献に対し感

謝の意を表し.感謝状.ならびに記念品を贈呈した。

△第3回林業技術編集委員会

6月12日（木）午後2時から本会会議室において開催

出席者：浅川，畑野，中野，中村の各委員と本会から

小田，小幡，八木沢，石栃，高橋

複製成果の種類畷当た&｜備考
密着写真（その1）

密着写真（その2）

ポジフイルム(その1）

ポジフイルム(その2）

引伸写真（その1）

÷器旦|塁.雌…
真のネガがロール
のままの状態にあ
るものを使用して
複製するもので撮
影計画機関の当年
度撮影地区の象に
適用。

縣撫耆潔
切断された編集済

灘職鶴雌
た場合。．

②クPスの複製は
全廃しました。

533

566

390

引伸写真（その2）

3倍引伸写真

570

1,530

1,8304倍引伸写真
一

4.5倍引伸写真 2,050

5倍引伸写真 2,300

130

126

●

判読資料用部分伸写真

縮小標定図
U

『6抑*卿岫』'川帖ⅡI↓同型､脚EOG船InIInq1u'ﾘ“↓伯』zz掴lllM10l州DOUUd'1卯ｩ川』榊棚0'ⅡⅢⅡⅢ』』MpM抑0側4401I0MBFTprumlⅢ8MNHI↓MGⅡ』ⅡlIlfI8MJD“OHdIN4Uｩ川畑

◇編集室から◇雨6篭駿愚慧患職轄
て行きました。昨年飛騨川の惨事が起ったのも，ち態う
ど今ごろではなかったかと思います。長梅雨で，大型台
風の来襲も予想されるという今年の夏，悲惨な事故が起
きないように祈らずにはおれません。ちょうど，うっと
うしい梅雨の明けるころ，7月21日午前5時すぎ，アポ
ロ11号の月着陸船が月面に到達し，10時間後には，アー
ムストロング船長が月に降りるという，テレビで同時放
送が行なわれるとのことですが，この「世紀の」なんて
いう形容詞ではとても追つかない瞬間に仕事をしている
テもないし，いっそ世界中で休承ということにでもして
くれないかなと思っています。国の祝祭日なんて小さ､《
小さいということでしょうか。（八木沢）

昭和44年7月10日発行

林業技術第328号

編集発行人裟輪満夫

印刷所合同印刷株式会社
一

行所社団法人日本林業技術協日本林業技術協会発

東京都千代田区六番町7（郵便番号102）
冠諮（261）5281（代)～5
（摂菩東京60448番）

－40－
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誇 本の特産樹種世界 る日に

ヒバ材で築く豊かな生活

｡

一

(ヒバの美林）

ヒ
バ
は
、
わ
が
国
の
特
産
樹
で
、
北
は
北
海
道
の
南
端
江
差
地

方
か
ら
、
南
は
九
州
大
隅
半
島
に
至
る
ま
で
、
全
地
域
に
わ
た
り

天
然
に
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
地
域
的
に
最
も
集
団
し
て
分
布

し
て
い
る
の
が
青
森
県
で
あ
る
た
め
、
古
く
か
ら
青
森
の
代
表
樹

種
と
し
て
世
間
に
知
ら
れ
、
昭
和
四
十
一
年
に
は
県
民
投
票
の
結

果
県
の
木
に
指
定
さ
れ
た
。

青
森
県
の
上
令
ハ
は
、
津
軽
、
下
北
両
半
島
に
燈
も
広
く
、
か
つ

大
量
に
分
布
し
、
さ
ら
に
西
海
岸
深
浦
営
林
署
管
内
、
秋
田
県
境

に
接
す
る
弘
前
、
大
鰐
営
林
署
管
内
、
青
森
営
林
署
管
内
の
野
内

川
上
流
の
一
帯
、
そ
れ
に
近
接
す
る
野
辺
地
、
乙
供
営
林
署
管
内

に
分
布
し
て
い
る
。

す
ぐ
れ
た
ヒ
バ
の
特
性

ヒ
バ
は
、
き
わ
め
て
耐
久
力
が
強
く
、
他
の
樹
種
の
四
・
五
倍

以
上
は
長
も
ち
す
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
材
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る

一
種
の
揮
発
油
の
成
分
が
非
常
に
強
い
殺
菌
力
を
持
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

他
の
樹
種
よ
り
長
も
ち
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
四
・

五
倍
以
上
は
得
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
ほ
か
収
縮
率
、
硬

度
、
圧
緒
強
度
、
剪
断
弧
度
等
に
お
い
て
も
ず
ば
ぬ
け
た
性
質
を

も
っ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
代
替
機
、
化
学
的
な
建
築
土
木
用
材

が
出
回
っ
て
も
、
こ
の
ヒ
バ
材
に
匹
敵
す
る
も
の
は
な
く
、
あ
ら

た
め
て
、
木
材
と
し
て
の
ヒ
バ
の
特
性
が
再
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
バ
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
青
森
の
産
業
、
経
済
、
文
化
、

そ
し
て
今
新
し
い
世
紀
を
目
ざ
し
て
躍
進
し
よ
う
と
す
る
青
森
に

と
っ
て
、
ヒ
パ
材
を
創
意
工
夫
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
一
番
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。

一

青 森営林局
’

ー
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あすのためみんなで

植えようこの苗木

前橋営林局
■

Ｑ
《安藤文一郎

橘武夫

石井佐吉

堀正之

局長

総務部長

経営部長

事業部長

前橘市岩神町4丁目16番25号

電話前橋（31）0611（代表）
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暑中お見舞い申しあげます
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山に親しみ山を大切にしましょう
1

◆
《
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宣垣
井
盛
葉

元局長

総務部長

経営部長

事業部長

1

義
文
徳
夫
公

大阪営林局

暑中御見舞申し上げます

札幌市北4条西 目（北西ビル）20丁

＄ 北海航 測 株式会社
‐

電話61－8043， 61－3225，63－0773

錫
実地測量

〃

〆

1
航空写真撮影並測量． 水深測量・設計製図

日本航業株式会社
取締役社長佐藤貴治

本社広島市出島二丁目13番18号TEL代表(51)2334
東京支社東京都中央区銀座6丁目7番12号（滝山町ピル内)TEL(571)2417
大阪営業所大阪市北区堂島西IIn.55(出入橋ピル内)TEL(451)3821
福岡営業所福岡市今泉町2丁目3番21号（松永ビル内)TEL(75)7755
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林業薬剤シリーズI(新書版）

林地除草剤の手引（ササ篇）

￥200〒45

林業薬剤シリーズ1

薬剤防除の手引（松くい虫篇）

￥220〒45
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年4回発行年￥400

本
社
名
古
屋
市
熱
田
区
花
表
町
三
丁
目
二
番
地

電
話
八
○
五
二
Ｖ
八
八
一
’
六
一
七
八
（
代
）

東
京
連
絡
所
東
京
都
大
田
区
上
池
台
四
丁
目
一
二
番
一
九
号

大
洋
測
量
株
式
会
社
内

電
話
七
二
六
Ｉ
二
五
一
一

○
宅

《

取
締
役
社
長
住
吉
唯
一発行所社団法人林業薬剤協会
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振替東京41930
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山林･木材・苗木・造林

造林搬出・林業用機械・薬剤

三井物産林業株式会社
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一

代表取締役会長金子一郎

同社長佐を木友吉

本店 東京都港区芝琴平町26番地

(第二文成ビル）電話（503）4771－3

札幌市。松阪市支店
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《お問合せ》

社団法人日本林業技術協会

~
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東京都千代IJI区6番町7番地

睡話（代表）261－5281

東洋最大の金庫メーカー

e熊平金庫
株式会社東京熊平金庫店
東京都中央区日本橋本町1の2．電大代270-4381
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OS-53D型

《JISI時間耐火．耐衝撃》

|題有効内寸法
|!M1331XIIMu871x奥撮500(%)
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109,000(但し運尉・胡掛は別途申し受けます）
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溌繊撒嘘嬢本機は、双眼写真特に航空

写真の判読を目的として製

作されたもので､l8om×24om

の写真を一度に実体視し見

られ、附属の視差測定桿を

併用して土地の高低や施設

建物、樹木の高さを測るこ

ともできます。又装脱可能

の双眼鏡(3倍)と常時取付

膳犠縫ｵ幾購詮總舗 ③反射鏡式実体鏡

○大きさ”･44×l8×14.6om

○重量………………2.45〃

●双眼鏡(3倍）

○大きさ･･･…････…･…･…・・

…････…13.7×12.7×9．2cm

○重量……･･･………0.52"

●マイクロメーター

○大きさ･･･…………･…．．

⑥厩 N
＆巴』

鏡式実体鏡I ．
9
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ススキ防除の特効薬

勿リ
！
Ｉ

人手のないとき大助かり・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1回の処理で2年も効きます。

⑬キル千ス同
…

〈ん煙殺虫剤は｡……

紺剤ダニ浪治に…エカチンTD員シ・

『

アブラムシ

③
三共様式吾就
農薬師粟京邪中央区銀座東3の2
支店徴難所仙台･名古屋･大阪･広島･商松

北海三共株式会社

九州三共株式会社

Iノ

１
１

示申鋼鋼線鋼索株式會肚
本社屋ヶ崎営業戸斤ブごn反･東宝

代代
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林
業
枝

カーラー世界最大のチェンソーメ －－カ-一・．マ ツ 、
一＝

'e9年マツ加苛一

静かなチェンソー
’

マツカラーチェンソ－10シリーズ

マッカラー独自の優れた特長がま

たひとつカロえられました。
｡

界で初めて騒音を半減す

フラー‘‘サウンドザイレ

それは~畦

る低音

ンサー

マ
”

力笥ついたことです。

一
ｊ
幽
昂

米国マッカラー社日本総代理店

△蕊莱而宮商で壷
本社･小樽市稲穂2丁目1番1号
支店･東京都中央区日本橋1丁目6蕃地(北海ピﾙ）
営業所d小樽市稲穂2丁目1番1号
盛岡市開運橋通3番41号(第一ピﾙ）
郡山市大町1丁目14番4号
東京都江東区東陽2丁目4番2号
大阪市北区西堀川町18番地(高橋ピル東館）
福岡市赤坂1丁目15番地4号（菊陽ビﾙ）

カタログ進呈･誌名ご記入下さい。

電話0134(4)1311㈹
嘩苫03(273)7841㈹
電話0134(4)1311㈹
電話0196(23)4271㈹

電話02ﾀ92(2)5416㈹
電話03(645)7151㈹
電話06(361)9178㈹
電話092(75)5095㈹

一一一ヨーヱ･…当一七一一-一五＝郵雲…酷＝＝‐-,Aヲ園一

－ 一一一

術
○デンドロメーター（日林協測樹器）

形 式用造

高サ-125mm重量2709l.ha

幅45mm I・水

長サ106mm Ⅲ、樹

概要 Ⅳ．傾

この測樹器は従来の林分胸高断面積測定方法の区画測V.方
量,毎木調査を必要とせず,ただ単に林分内の数ケ所で，
その周囲360．の立木をながめ，本器の特徴であるプ

リズムにはまった立木を数え，その平均値に断面積定

数を掛けるだけで，その林分の1ha当りの胸高断面積

合計が計算されます。

機能

プリズムをのぞくだけで林分胸高断面積測定，水平距

離測定，樹高測定，傾斜角測定が簡単にできます。

磁石で方位角の測定もできます。

プリズムの種類
＊

K=4壮令林以上の人工林，天然林，水平距離測定，樹詞
高測定

K=2幼令林，薪炭林，樹高測定

(水平距離設定用標板付）

価格22,500円（〒込）

途

ha当りの林分胸高断面積測定

水平距離測定

第
三
二
八
号

ノ

8

定
価
百
三
十
円
送
料
六
円

社団
法人 日本林業技術協

（振替・東京60448番）

東京都千代田区六番町7
電話（261局）5281（代表）～5

《
云

1劃


	表1

	表2

	表2対向

	1969年7月号目次

	水源酒養について一言

	第8回アジア太平洋林業会議

	どうらん_マテパシイ

	林地流域における水の動き

	外国樹種のその後_導入の経緯とその見通しⅡ各論
3関東中部近畿地方

	第15回林業技術賞業績紹介_W形曲線集材用特殊搬器の考案について

	第15回林業技術賞業績紹介_エゾヤチネズミの発生予察と飼育実験
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	第2回林業技術奨励賞業績紹介_青森営林局管内土壌調査図の完成

	第2回林業技術奨励賞業績紹介_森林調査への空中写真の利用

	毒舌有用5

	国有林における肉用牛生産育成実験事業

	どうらん_トネリコバノカエデ

	わが演習林_15岩手大学

	山の生活_山神の碑と御山支配役

	会員の広場_ヒノキ造林地に侵入したアカマツの取り扱いについて

	こだま_合成木材の出現

	協会からのお知らせ

	広告(P41-52)

	表3

	表4


